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第
６
期
（
１
９
９
１
～
２
０
１
０
年
）

甲
府
一
高
物
語

第
６
話
　
生
き
て
い
る
実
感
、
そ
れ
が
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ー
佐
藤
祐
介

強
行
遠
足
で
つ
く
ら
れ
る
も
の

甲
府
一
高
ご
よ
み

　
２
０
０
０
年

　
２
０
０
１
年

　
２
０
０
２
年

　
２
０
０
３
年

　
２
０
０
４
年

　
２
０
０
５
年

　
２
０
０
６
年

　
２
０
０
７
年

　
２
０
０
８
年

　
２
０
０
９
年

　
２
０
１
０
年

創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典
・
演
奏
会
・
記
念
祝
賀
会

創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業

石
橋
湛
山
　
母
校
の
後
輩
へ
の
手
紙

未
来
へ
の
扉

歴
代
同
窓
会
長
・
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
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山梨県立甲府中学校校歌

三井甲之作詞／東京高等音楽学院（榊原直）作詞

　　　　昭和３年２月20日制定

／

｜

一
、
我
等
は
日
本
に
生
ま
れ
た
り

　
　
神
の
御
代
よ
り
一
系
の

　
　
皇
統
戴
く
我
が
国
に

　
　
生
ま
れ
し
こ
と
の
う
れ
し
さ
よ

　
　
皇
國
の
螢
え
は
天
地
と

　
　
共
に
窮
り
な
が
る
べ
し

二
、
大
和
島
根
に
山
め
ぐ
る

　
　
甲
斐
の
国
あ
り
水
清
き

　
　
郷
土
の
歴
史
顧
み
よ

　
　
我
等
の
務
め
軽
か
ら
ず

　
　
見
よ
や
南
に
富
士
ケ
嶺
は

　
　
皇
国
の
錐
め
と
聳
え
た
り

三
、
大
海
原
の
拙
り
や
ま
ぬ

　
　
波
を
も
風
を
も
凌
ぎ
つ
つ

　
　
護
れ
皇
國
を
諸
共
に

　
　
國
民
挙
り
て
國
の
た
め

　
　
挑
ま
ず
萎
縮
ま
ず
訃
易
が
ず

　
　
進
む
ぞ
大
和
ご
こ
ろ
な
る

山梨県立甲府第一高等学校校歌

　　　　上條　馨　作詞／小松　清　作曲

　　　　　　昭和23年10月22日制定

一
、
甲
斐
の
国
　
み
中
に
建
ち
て

　
　
古
へ
ゆ
　
雄
心
伝
へ

　
　
新
し
き
　
世
の
鑑
と
し

　
　
勉
め
て
む
　
こ
の
学
舎
に

二
、
日
に
新
た
　
ま
た
日
に
新
た

　
　
弥
高
き
　
の
ぞ
み
を
も
ち
て

　
　
真
な
る
　
理
究
め

　
　
励
み
な
む
　
若
人
我
等

三
、
聳
え
立
つ
　
芙
蓉
の
高
根

　
　
清
き
哉
　
甲
斐
の
山
川

　
　
も
ろ
と
も
に
　
王
と
磨
き
て

　
　
賛
く
べ
し
　
天
地
の
化
育

04
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「
鶴
城
に
」

　
　
　
作
詞
、
作
曲
不
詳

応援歌

一
、
鶴
城
に
桜
花
咲
き

　
　
人
は
情
欲
楽
に
酔
ふ

　
　
わ
れ
一
人
落
花
を
浴
び
て

　
　
前
の
恥
花
園
に
泣
き
ぬ

二
、
秋
来
る
健
児
の
胸
に

　
　
強
き
意
気
宇
宙
も
空
し

　
　
桜
花
の
旗
ひ
と
た
び
振
れ
ば

　
　
醜
の
群
れ
微
塵
に
飛
ば
む

　
　
ヤ
ッ
ツ
ケ
ロ
　
ヤ
ッ
ツ
ケ
ロ

　
　
ヤ
ッ
ツ
ケ
　
ヤ
ッ
ツ
ケ
　
ヤ
ッ
ツ
ケ
ロ

「
希
望
の
光
」

　
　
　
作
詞
、
作
曲
不
詳

一
、
希
望
の
光
　
身
に
浴
び
て

　
　
若
人
の
意
気
負
う
て
立
つ

　
　
今
選
手
等
の
門
出
を

　
　
空
も
と
ど
ろ
に
　
応
ふ
ら
ん

二
、
敵
軍
い
か
に
　
猛
く
と
も

　
　
忍
び
伏
せ
た
る
梓
弓

　
　
鍛
え
し
腕
引
き
し
ぼ
り

　
　
敵
の
か
ぶ
と
を
　
射
落
さ
ん

三
、
見
よ
寫
天
の
　
雲
は
垂
れ

　
　
覇
権
を
握
る
は
今
な
る
ぞ

　
　
蚊
竜
の
意
気
胸
に
秘
め

　
　
い
ざ
や
起
て
起
て
　
わ
が
選
手

１

１

「
起
て
撃
て
勝
て
」

　
　
　
足
立
市
朗
作
詞
・
作
曲

　
　
　
昭
和
2
7
年

起
て
撃
て
勝
て

甲
府
二
筒
　
一
高

そ
の
名
ぞ
我
が
母
校

仰
ぐ
芙
蓉
の
峰
さ
や
か

寫
天
ま
さ
に
轟
か
む

見
よ
精
鋭
の
集
え
る
を

結
べ
る
眉
に
必
勝
の

誓
い
は
堅
し
我
等
が
精
鋭

お
お

起
て
撃
て
勝
て

甲
府
コ
筒
　
一
高

そ
の
名
ぞ
我
が
母
校

｜

｜

ｉ
・
―
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第36代校長

特高和

　　　.･･　･|･IISi.･;･! .l･･1!･I
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に
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｜｀目｜。|･

乙、：ＩＬ．･

２● ｊ、･。

０

‐
Ｊ

午乃IJ、勺川口久Iﾊﾟ同六仁に亭豹に几才る順｢ド/NO㈹

冷し豹力泳にしこれ」‥ﾄﾞ|づいレ弟∩目にに訟巾回］けy

が|副･iL｀･り!｡ま!｡だ、以来、甲］J122乍9j］まで13回の記

.lIUIIJan=公役□会を糾て、-……;jlJi 6･)rl｀11ヽ'z']､13911､･､一一lfl-･-､iE!:t'IJI'-:i'l'か'il･1.'ldli･

実施され11ド_だ　ｰ､'イシロバスび'yllJJ新に始まIJ、ljl習宰の新設、

日Ｐ!｣リ=ji-、資料展示コーナー陽|設、日新J£を新設、lii!念式IU11.・演

む会|剛ii ､=1::続き、この記念IIい:||行ですべての記念事業が完成いた

IJyj-

　1.J(、これらの事業は完成をも･･て終了ではなく、むしろこ

れから地力を発拘Ｌ始める事業です、マイクロパスは部活動等の

jl唇ljり)ために、|‘目lj乍1刹ま校IJヽ1勉強部域とＬて学力Ila]土のために．

目PIは広報活動の要と|．て、資冽1ね]叱1白但と誇りの源として、

目新J､いyはnl』.哉的活動のモチベーション向十.のために、記念式典・

･貧嘔会そして記念誌は13(卜年の集大成とともに次の10年への飛

耀の礎と|.て、それぞれが本校Ｍぴ本校生に対し、物理.的にも心

Jjl111'19にも大きな効果をもたら|.絞けることでＬょう.同窓会の皆

様、P']'Aの皆様を始め、ご尽力伯いた皆様には、１のよj5な先

剛かと実効性をもった数々の事業を展開していただき、本当に有

雅うごぎ･いました

　本校は、JJμIEr'え･化の香1】のする懐の深い進学校Ｊを合貸葉に、

学力向JJμ業F21｣の展|銅を始め、文化、芸術、スポーツ活動

削lrl･性化を推進Ｌておりますが、記念事業を追い風に、今後さら

;こ、本県を代表する高校として、各分野においてフラッグシップ

1.j'.･)?Fillllを果たすとともに、地域、国家、世界のために役立つ人材

の宥Jなり｣を注いでいく所存でおります．

　13r□降年記念事業にご協力いただいた皆様に重ねて感謝申し

ﾄ｡げるとともに、今後と1､変わらぬご支援ご協力をお願い申し

に.f･、jlj念ii‾|:|』行のご挨拶といたします。

創
立

１

３
０
周
年
記
念
誌
刊
行
に
寄
せ
て

〔 〕 ６
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１ 第21代同窓会長

望月政男

　母校甲府一高が、創立130周年を迎えられたことを心からお

慶びお祝い申し上げます。

　130圖年という長い歴史のなかで、本校を築き支えてこられ

ました多くの関係各位に心からお礼申し上げます。本校はこの

永い歴史の中で、卒業生も３万人余をこえ、各界に多くの人材

を輩出し現在も国内外で大勢の卒業生が活躍しておられます。

同窓会は、ＰＴＡ、教職員の協力をえて協賛会を組織し、全国に

いる同窓生２万２千人、一人一人に募金を呼びかけました。現

下のきわめて厳しい経済環境のなかにもかかわらず、全国の大

勢の同窓生から募金が寄せられ、それにＰＴＡ、先生方のご協力

を得て、目標を大幅に上回ることができました。母校を想う同

窓生の志の高さ、母校愛に心をうたれました。本当にありがと

うございます。

　記念事業も「ハードな事業」はやめて、生徒に「夢と希望」

をり‘えるような事業にしぽりました。母校には『Be AmbitiousＪ

rBe Gentleman』という、すぱらしい校是があります。政治も

経済も閉寡黙につつまれ、うつむき加減の今の日本にあって、「背

筋をピンと伸ばし」『志を高くもて』の『Be Ambitious』、法

にふれなければ何をしてもよいような風潮の今の日本にあって、

｜人が見ていても見ていなくてもいつも」『紳士淑女たれ』の

|旧e Gendeman』の校是は、130年の歴史に濾過されて、今な

お新鮮な、いや今の日本にとって一番必要な指針ではないでしょ

うか｡私はこのような母校に学べたことを誇りに思います。こ

のような『伝統』を作り、受け継いでくれた先輩後輩に敬意を

表します。

　缶､統とは革新の連続なり』という言葉があります。甲府一高

創立130周年記念日は、過去を顧みるだけではなく、母校のす

ばらしい伝統を次の世代につなげるため「日々新たに」変革を

誉う日であると思います。

　母校の益々の発展と皆様方のご健勝をお祈り申し上げます。

●



ｌ

ＰＴＡ会長

佐藤茂樹

　本校は､輝かＬいJがIむと伝統のもと剣呑｡130j酎年を迎え､21世紀に新し

い11:会を創造するため、||｣梨に、そＬて｣|本にその存在感のある高校を｢l

指し同窓会･学校･PT､j･Xが･･体とな-l､て質実岡||健･自主白'ly･そＬてＨ々

新たの糟神のもと､新しい一高づく』'】を強力に推進Ｌています｡

　平成2(1年6J伺E Iに 第１回||の記念事業協賛会役肖会を同価Ｌて

以来､創立130周年記念事業計画の実現に向けて、望月政一911司窓会長

を先頭に多くの同窓会の役柄・会飼の皆様､新津元酋校長先考｡､跡部

和現校長先生を始め仝ての学校教職口の皆様、ＰＴＡでは平成20年度

斉藤義一･元会長､21年度瀕|ぼ盛前会長､他役員･保護者の皆様には、

格別なるご支援・ご協力を漏ijました｡

　協終会の役14の皆様は、県内は7cより、広く全国に展開・活躍されて

いる同窓生への'|腐贅金を集めるために奔走され､同窓生の皆様も快く応

にていただき、貴重なご芳志をいただいてまいりました｡この場をお借

りいたしまして、心から深く感謝を申Ｌ上げ、また厚く御札を申Ｌ上げ

ます｡

　これまで1司記念事業といたＬましては､平成21年８月には冷暖房・

防音完備の自習宰が北館校舎内に完成、|司年11月にはクラブ活動等

の送迎用のマイクロバスの導入がなされました｡また、平成22年の

ＰＴＡ総会の席上では､多くの会員の皆様の賛同を得て､ＰＴＡとしても

協賛金への協力・上積みが図られ、稀に見る猛暑日多発の中、生徒た

ちが集中して勉強が出来るよう、熱中症対策のエアコンの導入が出

来、何よりも子ども達にとりまして、より快適な教育環境の整備をさ

せていただきました。130周年記念事業に携わられました全ての皆様

に対しまして､全県一学区の中､生徒自らが甲府一高を希望Ｌ､甲府一

高で就学の機会を与えられた在校生の保護者を代表いたＬまして、重

ねて心から厚く御礼を申Ｌ上げます。

　結びに、Jこの先本校は、更に多くの有為な人材を輩出して発展し、

時を重ねていくことと存じますが､甲府一高で学んだこと､特に強行

遣足での貴重な経験は､|司窓生や在校生にとりましても、この先いつ

までも自信や誇り、そしてパネとなって､必ずや心に残っていくと確

信をいたしております。

　母校甲府一高の益々の発展をご祈念申Ｌ上げ、ご挨拶とさせてい

ただきます。

創
立
１
３
０
周
年
記
念
誌
刊
行
に
寄
せ
て

08
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生徒白治会長

古屋ゆい

　甲|仔第一高等学校の歩んできた130年といjう年月は、私たちに

ほ想像もつかないほど長い時間であり、その申にはたくさんの鯉

史や皆様の思いがつまっていることでＬよ･う。そしてこの記念す

べMilDI/7 130 J;IJ年の年に、一高生であることを、誇らＬく、また

嬉しく思います｡

　これまでに甲府･･高を卒業なされた一人ひとりの先輩の皆様の

お力で、本校は兌･化の香り高い、県内随一の伝統校として、今も

県|ヽにそのylが知れ渡･っています｡私たちは学校生活の様々な場

|剛j‘伝統のT･歌さを感じています。その伝統を受け継ぎ、さらに新

しい力で進化させていくことか、私たち在学生の大きな役割だと

弛く思います｡

　10 j］9 11、10 1･|に私たちは強行遠足を無事に終えまＬた。た

くさんの方のご協力に支えられ、一人ひとりが自分の限界に挑み

ました、130年の伝統に£えられている１とを実感し、日常では

pμjLない一応重な体験かできました。この経験は、これから先の

人生でrFjているであろう、厳しい困難をも乗り越えていく自借

り力気を私たちにり･えてくれ･まＬた。

　また、130周年を迎えるにあたって多くの同窓生や保護者の皆

様のご厚志により、私たちの独創性を育むための日新基金や、個

別に集中Ｌて勉強できる自習室の新設、多くの部が利用できるマ

イクリバスの購入などをしていただきまＬた。どれも私たちの学

咬生活をより充実したものにしてくれています｡本当に感謝の気

宇､Iμjでい･ljばいです｡

　私たちはやがてこの甲府一高を卒業し、それぞれの道を歩んで

行きますが、130年という歴史の重みをしっかり受け止め、伝統

の心を受け継ぎ、甲府一高のさらなる発展のために努力していく

ことをお約吏Ｌ、ご挨抑とさせていただきます。
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１
３
０
年
の
歴
史
の
中
に
は
、

各
時
代
に
生
き
て
き
た
人
々
の
思
い
、

願
い
、
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

１
３
０
年
間
と
い
う
時
間
の
中
で
育
ま
れ
た
宝
物
は
、

長
い
歳
月
の
中
で
糸
を
紡
ぐ
よ
う
に

一
つ
ひ
と
つ
大
切
に
育
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
、
社
会
に
出
て
活
躍
し
て
い
る
多
く
の
コ
尚
人
が
、

「
コ
尚
生
だ
か
ら
」
と
誇
れ
る
何
か
が

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
第
１
期
～
第
５
期
に
は
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
」
と
言
い
ま
す
が
、

コ
尚
生
は
「
出
た
杭
を
さ
ら
に
磨
く
」
そ
ん
な
卒
業
生
ば
か
り
。

石
橋
湛
山
が
記
し
た

「
B
o
y
s
｡
b
e
A
m
b
i
t
i
o
u
s
!
」
と
い
う
文
字
に
は
、

個
性
、
個
人
を
尊
重
す
る
コ
尚
魂
が
表
れ
て
い
ま
す
。
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1880-1905
第１期

　　　　　　　　　　　　　甲府市錦町（現中央一丁出に山梨県師範学校の校舎竣工。

　　　　　　　　　　　　　　　　これが今に続く甲府第一高等学校の始まりです。

明治13年（1880）には、山梨県中学校規日|』を制定し、中学校を師範学校内に併設。｡10月23日に開校式をしました｡

開校から校私の変遷を経て山梨県立甲府中学校になるまでの25年間は、現在まで続く一商魂の基礎を築き上げた時代でした･

，資？7?雙≒．

　　　　冴

明治９年（1876）に建てられた徽典館。この建物は同16年（1883）には焼失｡その後、17年には新しい徽典館が建てられた。

いすれも当時の県令（知事）藤村紫朗が推奨した擬洋風建築。当時の絵地図を見ると甲府の街にはこのような擬洋風建築が建ち並んでいた。

山梨県尋常中学校の教科書

ふ代　黒川雲ひ ４代　付上手光

明治20年（1887）に師範学校女教場を改築して山梨県尋常中学校の枚舎にした，

３代　長倉雄平 ２代　平井　正 初代　古ｍ義静

- 一 一 一 一

第
１
期
歴
代
校
長
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甲府一高物語　第１話
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細見

夢を叶えるもの一内藤多伸一

　
わ
が
国
の
耐
震
建
築
、
鉄
塔
建
築
な
ど
建
築
界
に
多

く
の
業
績
を
あ
げ
た
内
藤
多
仲
は
、
明
治
1
9
年

・
√
‐
‐
ふ
‥
）
８
以
こ
６
月
1
2
目
、
中
巨
摩
郡
櫛
形
町
曲
輪
田
（
現

南
ア
ル
プ
ス
市
）
の
内
藤
小
四
郎
の
長
労
と
し
て
生
ま

れ
た
。
内
藤
家
は
地
元
で
は
格
式
の
あ
る
名
家
と
し
て

知
ら
れ
、
多
作
の
母
は
隣
村
の
落
合
村
（
旧
甲
西
町
、

現
南
ア
ル
プ
ス
市
）
の
旧
家
新
津
家
か
ら
内
藤
家
へ
嫁

い
で
来
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
旧
家
で
あ
っ
た
内
藤
家

で
は
あ
る
が
、
多
作
の
祖
父
の
代
に
火
事
に
遭
い
、
そ

の
家
計
は
苦
し
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
多
作
は
家
の
百
姓
仕
事

を
手
伝
い
な
が
ら
、
小
学
校
、
高
等
小
学
校
の
学
業

を
終
え
て
明
治
3
2
年
（
１
８
９
９
）
に
甲
府
中
学
校

に
入
学
す
る
。
当
時
は
山
梨
県
中
学
校
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
実
家
の
曲
輪
田
か
ら
の
通
学
は
厳
し
か
っ
た

の
で
御
勅
使
川
洽
い
の
多
之
同
（
旧
八
田
村
、
現
南

ア
ル
プ
ス
市
）
の
親
戚
石
丸
家
か
ら
通
学
し
た
。
同

年
６
月
に
は
母
の
死
に
あ
い
、
一
家
は
甲
府
の
東
光

寺
町
の
借
家
に
移
る
と
い
う
事
態
と
な
る
が
多
作
は

級
長
に
な
る
な
ど
勉
学
に
励
ん
だ
。
当
時
の
校
長
は

幣
原
坦
、
ま
た
中
学
２
年
の
時
に
は
大
島
正
純
で
、

二
代
に
わ
た
る
甲
府
中
学
の
名
校
長
の
も
と
で
過
ご

し
た
。
ま
た
多
作
よ
り
２
年
後
輩
に
は
後
に
首
相
と

な
っ
た
石
橋
湛
山
が
在
学
中
で
あ
っ
た
。
多
作
の
同

級
生
は
5
4
一
名
に
推
薦
会
員
４
名
の
合
計
5
8
気
‥
で
、
こ

の
中
に
は
俳
人
の
飯
旧
館
笏
、
郷
土
史
家
の
赤
同
車

即
、
ゲ
ゾ
中
辻
で
陸
車
幼
年
学
校
や
海
単
比
学
校
に

☆
縦
し
か
４
記
‥
の
推
薦
会
員
の
中
に
は
足
陸
車
大
将

で
あ
プ
ゾ
ブ
Ｕ
均
の
名
が
み
え
る
。
ま
た
二
千
ト
に

.

j ト

l 一 一 』

ゾ
ド
ゾ
ー
Ｏ
作
岑
巾
紆
凱
湖
が
い
か
こ
学
業
成



袖
に
心
巾
に
ド
イ
ツ
で
学
級
長
を
務
め
た
甲
府
中
学
か

ハ
、
白
雨
訂
年
（
１
９
０
４
）
の
り
月
に
東
京
第
一

川
悍
宇
校
（
坦
肛
京
大
学
）
に
合
格
、
学
費
は
母
方

の
伯
父
が
臼
担
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
勉
学
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
大
汗
同
根
生
の
中
で
、
東
京
第
一

川
岸
ブ
咬
ぺ
‥
日
行
け
交
付
り
一
気
‥
、
法
科
１
名
と
多
仲

の
日
に
付
１
礼
の
計
寸
々
い
で
あ
っ
た
、
東
京
第
二
尚
等

宇
佐
の
享
け
長
け
酉
渡
づ
稲
遣
で
あ
り
、
多
仲
は
促

爪
を
夏
‥
目
計
い
こ
ず
ん
・
’
ご
」
い
ｙ
句
　
‐
‐
ヘ
リ
ー
年
は
東
京

言
ご
‥
ヅ
ノ
に
べ
石
上
訪
、
ｊ
年
に
け
県
出
身
苔
享
牛

内
か
め
の
．
山
川
几
偕
行
‐
‐
一
］
釧
づ
た
．
⊃
行
い
に
胤

乍
分
り
目
へ
士
万
乃
亡
刊
－
九
才
・
≒
と
九
字
し
か
の

1 .
1
1
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几

出
出
し
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よ
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／
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性
を
語
ら
れ
、
科
を
造
船
か
ら
建
築
へ
と
変
更
し
、

「
建
築
の
内
藤
」
の
誕
生
と
な
フ
ド
「
耐
火
建
築
に

つ
い
て
」
と
の
卒
論
を
提
出
し
、
東
京
帝
国
大
学
を

卒
業
、
大
学
院
進
学
の
予
定
を
急
き
ょ
変
更
し
、
早

稲
川
大
学
へ
就
職
．
そ
の
後
、
耶
年
７
ヶ
月
を
大
学

教
員
と
し
て
早
稲
田
大
学
で
過
ご
づ
こ
と
と
な
る
．

　
多
仲
の
業
績
を
あ
け
る
に
は
多
く
の
紙
面
が
必
要

で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
か
ら
主
な
る
も
の
を
賜
べ
る

と
、
瞰
京
歌
舞
伎
削
爪
東
京
中
兜
郵
使
口
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ

⑤
犬
山
放
送
鉄
塔
、
早
栓
田
人
孚
犬
限
濤
ヅ
ズ
址
ド

鉄
．
日
し
犬
づ
・
貼
ド
＝
演
幹
ド
ヴ
几
に
ド
几
‥
ｔ
‥
作
付
ぃ

言
―
巾
二
千
勺
．
上
翔
占
叉
…
…
乃
リ
ツ
ご
親
玉
．
．
人
言
寸
吊
ノ
．

ペ
バ
厄
げ
八
　
三
一
…
…
べ
厄
レ
ロ
二
万
万
言
二
言
ご
…
…
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生
ま
れ
故
郷
の
山
梨
県
内
で
は
、
大
正
1
0
年

（
１
９
２
１
）
甲
府
市
役
所
庁
舎
の
建
築
を
手
が
け
、

昭
和
3
0
年
て
Ｉ
Ｉ
１
９
５
亘
山
梨
県
民
会
館
ホ
ー
ル
、

3
3
年
に
は
県
民
会
館
、
3
6
年
山
梨
県
庁
舎
、
4
3
年

恵
林
寺
才
物
館
な
ど
数
多
く
の
建
造
物
を
み
る
ヽ
』

と
が
で
き
る
。

昭
和
3
3
年
で
‐
‐
‘
９
５
８
）
紺
綬
褒
章

昭
和
訓
年
【
’
１
９
５
９
】
紫
綬
褒
章

昭
和
3
7
年
て
Ｉ
Ｉ
‘
９
６
２
）
櫛
形
町
名
首
府
民

昭
和
訃
有
‐
ご
１
９
６
３
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旱
稲
田
人
学
名
首
稗
十

昭
和
肝
午
て
Ａ
ｙ
り
４
七
勲
二
等
旭
1
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１９０６＜１９２７
俯２期

　　明治34年（）901）に県JIIII梨県第一･中学校と改称した後、

明治:処.s年（19（㈲　6月１Ｈに山梨県立甲府中学校とさらに改称。

　校縦令制定しました。ここから終戦までこの校ylが続きます。

寄11舎の!ｙ叉禰と食堂。当時は校内にあった寄宿舎で諸泊まりし、学校へ通っていた生徒もいた。学校でも寄宿舎でも規則正しい生活が求められていた。

秋季大運動会（大正８年）

10代　汪円俊博

中隊教練（大正６年）

９代　田村高作 ８代　末久喜十郎

第
２
期

歴
代
校
長



17;○年をめぐる旅

心
を
鍛
え
る
た
め
に
は
、
頑
丈
な
体
づ
く
り

－

　 　 　 　 ･ ･ 1 ･ ･ l ’ ¶ . ･ ･ －

… … … … … … … … … … ・ - ･ - ･ － … … …

庭
球
部

-

当ｇの部活動風掘．柔道部、同道一、庭球剖、lf達引などかあｰｺﾞ･た

μ力屁.5t･伍.ま明治時代ならではの館活動OBの方のお話ではi野

1.kli･r･､血球ｊ１．人れるのは、スハイクやクローフ、ラケットなどか

ilλるJi金持もの家庭の学生だCjたった｣……そのことを証明するの

jl……17ぴ９府11誼と他の館活動の学生の足下.野球部、庭球剖の

:=i9.､14･､r .‘μ‘|

Ｓ =奏ｒ●戮ご゛1 皿プフil■| ■‐
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野
球
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角
力
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撃

剣

部

恚
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－

－ - - ･ ･

■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜

■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜

－

大止１３年（1924）に胴１回強行遠足が始まった。写真は出発風景と極印カード。

カードは学年別に色撞いのものが配付された。

堵印カードの上段は本番のもので、下段は練習用のもの。



甲府一高物語　第２話

大島正健校長（1901～1914年在任）創立30周年記念絵葉書より（明治43年）保阪嘉内11915年３月、卒業のl制

　「一人前の人間」として

一犬島正健校長と保阪嘉内－

　
甲
府
コ
尚
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
、
最
も
重
要
な

入
物
の
一
人
、
大
島
正
健
。
大
脳
生
理
学
者
で
直
本

官
作
家
の
木
々
高
太
郎
（
林
顛
）
は
随
筆
「
故
郷
と

そ
の
中
学
」
の
中
に
こ
う
記
す
。

　
「
ほ
か
の
同
年
配
の
人
た
ち
の
話
を
間
く
と
、
ま

　
る
で
勣
物
の
よ
う
な
（
旧
制
）
中
学
時
代
を
送
っ

　
た
人
が
多
い
の
に
、
私
た
ち
は
一
人
前
の
人
間
と

　
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
実
に
あ
り
か

　
た
か
っ
た
。
」

　
明
治
末
期
の
甲
府
中
学
校
が
こ
う
し
た
校
風
を
か

も
し
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
犬
島
正
健
校
長

（
第
７
代
）
の
教
育
理
念
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き

か
っ
た
。

　
犬
島
は
同
志
社
普
通
学
校
教
授
、
奈
良
中
学

校
校
長
を
経
て
、
明
治
討
年
３
月
、
県
知
事
加

藤
平
四
郎
の
招
聘
を
受
け
て
、
県
立
山
梨
中
学

校
（
３
９
年
「
甲
府
中
学
校
」
と
改
称
）
に
着
任

し
た
。
札
幌
農
学
校
で
ク
ラ
ー
ク
博
士
に
薫
陶

を
受
け
た
犬
島
校
長
は
、
１
５
年
間
の
在
任
中
、

生
徒
の
個
性
や
自
治
を
尊
重
す
る
、
自
由
主
義

的
か
つ
ス
ト
イ
ッ
ク
な
教
育
方
針
を
崩
さ
な

か
っ
た
。
校
是
は
唯
一
。
Ｂ
ｅ

Ｇ
ｅ
ｎ
ｔ
ｌ
ｅ
ｍ
ａ
ｎ
!

（
紳
士
た
れ
！
）
］
９
Ｈ
い
と
し
た
の
も
そ
の
表

れ
だ
っ
た
。

　
成
績
不
振
の
知
事
の
子
ど
も
を
落
第
さ
せ
た
逸

話
。
明
治
の
元
勲
・
伊
藤
博
文
の
肖
像
掲
示
を
「
不

‥
皿
行
の
点
は
師
表
と
す
る
に
足
ら
な
い
」
と
し
て
拒

否
し
た
話
。
高
山
樗
牛
の
『
滝
口
人
道
』
を
読
ん
で

い
た
生
徒
を
軟
弱
だ
と
視
学
官
が
非
難
す
る
の
を
、

文
常
山
竹
に
洲
浜
が
あ
る
と
生
徒
を
か
ば
っ
た
話
。
三
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…
私
消
一
八
か
と
こ
ろ
か
ら
通
う
生
徒
宅
を
自
ら
徒
歩
で

訪
勺
妬
高
等
学
校
こ
現
東
京
大
学
教
養
部
）
へ
の

八
丁
マ
ー
説
ぃ
た
詰
。
落
第
を
続
け
て
い
た
後
の
総
理
大

汗
い
凪
湛
由
加
そ
の
人
柄
に
感
化
さ
れ
た
話
…
。
平
ピ

ソ
ー
ド
は
枚
挙
に
瑕
が
な
い
。
思
春
期
の
生
徒
の
関

白
の
お
ら
む
く
と
二
ろ
、
内
伺
鑑
三
、
木
下
尚
江
。

　
－
’
十
Ｉ
ブ
ン
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
ト
ル
ス
ト
イ
、

ヽ
ス
ト
Ｌ
フ
ス
午
Ｉ
な
ど
、
思
想
上
の
束
縛
も
な
く

円
田
に
Ｉ
爪
占
づ
る
こ
と
が
許
き
れ
た
、

　
二
Ｉ
の
空
気
を
吸
っ
て
育
っ
た
一
人
が
、
宮
沢
賢
治

と
の
篤
い
友
拍
で
知
ら
れ
る
保
阪
嘉
内
だ
。
彼
は
校

内
で
ガ
リ
仮
刷
り
の
同
人
誌
「
巡
礼
」
を
創
刊
し
た

ゴ
ヘ
絞
几
公
新
法
や
弁
論
入
会
で
一
美
的
百
姓
」
「
農

・
‐
’
。
ヒ
入
と
」
な
と
の
論
を
展
開
し
た
。
彼
の
豊
か
な

　
‐
に
円
代
に
」
付
設
の
考
え
は
、
す
で
に
甲
府
中
学

句
心
に
‥
剖
り
え
て
い
た
　
盛
岡
高
等
農
林
学
校
（
現

’
ィ
八
八
字
　
上
に
‐
1
1
1
ら
賢
治
と
出
勁
っ
た
時
、
す
で
に

‐
‥
Ｊ
ふ
�
の
川
辺
・
豆
誠
け
強
く
、
賢
治
ほ
か
周
囲
に
大
き

ｙ
‐
感
化
今
リ
』
兄
か
　
甲
府
中
学
１
年
の
嘉
内
が
舞
鶴

収
内
の
犬
ツ
絹
犬
か
ら
同
だ
ハ
レ
ー
す
い
星
・
］
明
治

　
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｊ
Ｉ
／
】
Ｆ
―

ハ
ス
ケ
ソ
千
と
宮
沢
賢
治
の
　
銅

㈲

,

･i:1

酒
巾
‐
幌
　
の
即
宋
と
は
追
試
し
て
い
る
　
嘉

ド
こ
‥
日
0
.
心
二
私
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八
兄
大
石
八
ケ
岳
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っ
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Ｗ
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シ
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ｌ
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″
し
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．
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内
削
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昭
和
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‐
穏
炭
ヒ
い
う
れ
さ

Ｌ
く
こ
る
ま

ｙ
ｖ
ｌ
リ
リ
ス
ト
ヒ
し
て
下
田
但
．

‐
じ
ー
大
穴
伺
長
兄
‥
汪
勁
、
一
口
自
叙
ふ
口
に
尽
力
し
か

ん

N

,=I

IIII」
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昭

川
口
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JIIHOI、きな変yil.’･i=･あ乙、校j･?の4割|らりヽら始まij】.tt

ハまで甲I:I城にあJ=.た校忿を月,□liの甲府Iljl｡哨liにIS !. ました　昭和３年目92817月のことです

　　　こ………')｣゜‘|!|ll･ﾋI.一一･C,!j，山梨|.I,し』ﾔ舎の拡大とJ副JI所の吻|ﾄに伴う職□の増ｐによ11，

|慨非jlylj:ご〕校舎跡｣蝸こ新県一庁舎を新笙すZ,ためだ,:,たと記録:ＭLていま才　nl百年のあ吻みｎ
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ｉ
・禰Ｍ年..･lg79111に完成|，ｆ血|淘の記念機．

一１０代校緬汀口憧憬娶俘が岐|.Z一碑窒.

忿隻＼l　…　
…,'‥‥‥‥･illl
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昭利５章一19ぶ〕･に創守50年を迎えた50年か記念し剔記念絵葉書が配られたり

aビ､こ画面か聞かれたりとお祝いムートー色の年だ、た、
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１ｊ汽水パ氷原

ダジ゛へ

12代　大野芳麿

胎

目代隅郎貝爪

第
３
期
歴
代
校
長
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昭和|り’８月４日山・神

静ブロフ大咎て甲中優勝

甲子園晋，･i場に観川丿興奮

（印府叙・球場｀．

l一口15邱:194a］翻立圃周年記Ｓイベントが行われた。

｡Ｅ２ｆぬぐいの図富麗覧会も閣個。

　Ｉ　　　呉‾泥

々乃士訃JI霖『
i

辿

｡

､.･－　｀　　　　　　　6
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右上:B剖112年11937｝に日中撒●が飴ま･J、

　　学校紡脅も轍鴎島1四‘・ま、ていった、

　　廠庁餉広場で市内ゆ幸生による

　　国屋帽神総・ｉ!●一行進が朽われた｡

もＴ：幄今Lj.益４趣仕Ｌ．｜単間を皐ぷ壇|で

　　i -｡｡､f雫粒右椙変わりＬてい、た｡

　　校畠皺儡の勤労奉仕やりライダーの鏑習なと、

　　李独とは名ば1’IJのＳ所とな、てしまｰ､た｡

　　Ｓ鹿EまI刮１１９年（i9441ごろのもの｡

左ま：昭和20年（1945j 7月７日、甲府空■｡

　　七夕空襲と吟ばれたごの空■では●多くの傭い●が意われた

　　冪塵はlii●20年、甲府駅前の値lj・にＳう甲府中単の生後た1、

　　參闇との両●を喜ぷ｡

左下：鮪糎翌年の昭和21皐1194alには．伝差の仙石一足客寓蛯.，

　　ゲートルにわらＵ・きで杖を持つ生後もいた．

㎜ ■

JIli4ﾛ|○年;19a5】aM4日、ｌ子■初出場決定､。

当1411.山翁。一ll』、神嘉』||のフロｰ、ク大会の申から・場独を決めてL･た。

神聖j"T●に5i･ldで籐右、甲子園の切笞を手にλれる。

印了一の刎･-は、胃鳥中學にID鯉３で麗111｡

2回戦:j・自の有美商●に瞼迦。

白
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親子二代の文学をはぐくんだ甲府中学

　　　　一飯田蛇笏と龍太－

　
創
立
１
３
０
年
と
い
う
歴
史
の
古
い
学
校
だ
か

ら
、
親
子
２
代
、
３
代
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
も
甲

府
コ
局
（
旧
制
甲
府
中
学
）
に
学
ん
だ
と
い
う
家
族

も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　
近
代
俳
句
の
伊
界
で
金
字
塔
を
打
ち
立
て
、
「
雲

母
」
と
い
う
我
が
国
第
二
番
目
の
規
模
を
誇
っ
た
結

社
を
維
持
し
て
き
た
飯
田
蛇
笏
（
武
治
）
と
、
戦
後

俳
句
の
旗
手
で
「
雲
母
」
を
受
け
継
い
だ
飯
田
龍
太

の
親
子
も
そ
の
例
で
あ
る
。
父
は
明
治
3
2
年
に
、
子

は
昭
和
８
年
に
入
学
し
て
い
る
。

　
県
立
文
学
館
の
飯
田
蛇
笏
コ
ー
ナ
ー
に
興
味
深
い

資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
８
年
６
月
1
9
日
の
口
付
の
「
御
届
」
で
、
書

き
手
は
蛇
笏
自
身
、
相
手
は
龍
太
の
在
籍
す
る
一
年

一
紙
の
担
任
伊
藤
（
恵
二
先
生
宛
て
で
あ
る
。
伊

胚
先
生
は
数
学
を
担
当
し
、
第
二
次
大
戦
中
は
、
生

徒
の
兵
役
志
願
の
風
潮
に
反
対
し
、
戦
後
は
山
梨
の

定
時
制
教
育
に
尽
力
し
た
反
骨
の
教
師
だ
っ
た

　
「
同
屈
」
の
内
宮
‥
。

　
息
子
龍
太
は
境
川
町
小
黒
坂
ド
の
石
橋
停
留
所
か

　
ら
７
時
の
バ
ス
で
通
学
し
て
い
る
が
、
学
校
の
始

　
業
時
間
が
７
特
集
に
改
め
ら
れ
た
た
め
、
バ
ス
の

　
時
刻
改
訂
が
あ
る
ま
で
遅
刻
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

　
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お
届
け
す
る
。
。

　
学
校
は
昭
和
３
午
に
は
、
舞
鶴
城
内
か
ら
坦
加
地

・
当
吋
内
山
竹
部
ｆ
－
星
列
・
に
移
転
し
て
い
た

　
写
ぐ
か
ら
目
乙
る
風
貌
ら
そ
の
え
学
的
境
出
ち
恰
好

こ
印
索
び
ふ
る
蛇
笏
か
か
ご
Ｉ
の
一
価
岡
’
か
に
に
、

ひ
弱
で
も
あ
っ
た
四
回
へ
の
蛇
笏
の
父
親
ら
し
い
淵

か
い
心
情
加
圧
わ
っ
て
く
る

｜

四|－●|III
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親
Ｅ
で
柁
籍
と
ハ
っ
た
白
、
乾
笏
は
甲
府
中
学
を

白
子
し
て
は
い
な
い
。
４
年
ま
で
在
籍
し
て
、
東
京

巾
京
北
中
学
に
編
入
学
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
で
札
、
‐
1
1
陽
賠
山
叙
に
に
一
の
中
に
、
甲
府
中
学
で

⑤
県
い
出
を
占
い
て
い
る
。

　
勺
‥
ヅ
サ
萌
長
座
で
Ａ
『
－
－
と
い
ふ
英
語
の
教
師

　
白
り
Ｉ
ダ
ー
そ
っ
ち
の
け
で
俳
句
の
は
な
し
に
熱

　
申
し
、
そ
の
た
め
に
ひ
ど
く
刺
激
さ
れ
、
寒
鶯
を

　
ひ
ね
く
つ
て
み
る
気
に
な
つ
た
の
で
あ
る
コ
一

　
大
半
の
示
し
た
句
も
そ
の
解
釈
も
、
そ
れ
ま
で
乾

柿
が
垣
問
兄
て
未
だ
に
統
的
な
月
並
み
俳
諧
と
は
全

く
異
な
っ
た
「
心
に
し
み
じ
み
し
た
も
の
白
沁
み
て

く
る
不
思
議
な
る
俳
句
」
の
世
界
を
見
せ
て
く
れ
て
、

大
い
に
感
勣
牛
づ
戸
　
白
、
「
仏
以
外
の
総
て
の
学

生
白
水
府
た
る
顔
を
放
縦
の
万
に
向
け
て
い
る
」
の

で
、
九
牛
礼
ノ
ぃ
か
ぬ
顔
を
し
な
が
ら
」
俳
勺
の
話

ヤ
ー
う
し
っ
矢
」
る

右ページ　　蛇笏筆「御届」昭和８年６月19日

左ページ右上蛇笏筆題字昭和１４年７月「俳句研究」

左ページ右中蛇笏甲府中学在籍時

左ページ右下龍太甲府中学５年（昭和12,3年ごろ）

左ページ左　左龍太，右蛇笏昭和33年か，飯田家の墓地で

　
蛇
笏
が
高
浜
虚
子
に
共
鳴
し
、
そ
の
四
天
王
の
一
人

と
な
る
き
っ
か
け
が
、
甲
府
中
学
の
英
語
教
師
の
俳
句

談
議
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
の
も
面
白
い
。

　
息
子
の
龍
太
も
幾
つ
か
の
文
章
で
甲
府
中
学
を
回

想
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
雪
隠
」
と
い
う
エ
ッ

セ
イ
で
は
、
歴
史
を
教
え
て
く
れ
た
博
物
の
先
生
が

「
上
杉
謙
信
と
い
う
武
将
は
す
こ
ぶ
る
山
を
愛
し
て
、

み
す
が
ら
山
と
い
う
字
を
大
書
し
た
額
を
常
に
厠
の

壁
間
へ
掛
け
て
お
い
た
」
と
語
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

そ
れ
が
た
め
に
自
分
は
、
「
戦
の
つ
よ
い
信
玄
よ
り

も
、
そ
の
思
索
的
な
謙
信
を
よ
り
好
ま
し
く
お
も
う
」

よ
う
に
な
っ
た
、
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
も
、

甲
府
中
学
－
コ
筒
に
流
れ
る
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
を
象
徴

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
思
え
る
。

　
龍
太
氏
か
ら
、
も
う
少
し
甲
府
中
学
在
籍
中
の
話

を
伺
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
、
し
き
り
に
残
念
に

県
う
万
口
］
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
え
尚
・
川
州
竹
川
（
昭
和
4
2
生
卒
）



1948-1967
第４期

　　　　　戦硲ｿﾞ)学制改(により、山梨県立甲府第一高等学校の歴史が新たに始まった第４期。

　　　　　　　昭和23年(1948)4月、学制改革により普通科課程の新制高校となりました。

　　　　　　　当初は中学校と、高等学校通信教育、同普通科定時制(夜間・男女j　を併置。

昭和24年(1949)には､併設中学校の廃止、翌25年ぐ1950)にははじめて全日制で男女共学が実施されました

校歌登衷会の椙子、選者は山一県出身の俳人、飯田蛇笏

切札　高佐竹

－
∩‾‾‾‾‾　‾

定時制、通信教育開校の橿子。男女共学だったので、

多くの女子学生も入学した、当時は働きながら、高校へ通う学生も多くいた。

70周年ｙ念祭が昭和25年（1950）に聞かれな記念カーニバルが街頭で行われた

夕く

!･･･　.l

18代　廣瀬勝雄

－ 一 一

17代　斎藤俊章 16代　雨宮重治 15代篠原寛二

第
４
期

歴
代
校
長
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昭和23年〔１９４８〕に定時制は男女共学となり、初の女生徒入学。男女共学１回生となる。

上の写真は昭和25年（1950）の全日制入学式の楷子。

当時の女子の制服はセーラー服だった｡
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昭和35年（1960）に行われた80灰年記念祭では、石橋塩山（元内閣総理大臣）が記念名誉会長になる

記念力－ニバルや運動会など80周年記念行事は盛大に行われた。
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昭和36年（19611、26年ぶりに

２度目の甲子園出場を果たす。

県大会決勝で、熱戦の末甲府工業を下した。



甲府　－高物語　第４話

甲
府
コ
筒
体
育
館
竣
エ
の
た
め
に
ー
矢
田
茂
－

　
矢
口
茂
と
い
う
名
前
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

犬
正
６
年
、
甲
府
市
元
紺
屋
町
で
生
ま
れ
た
一
人
の

少
年
。
父
・
矢
田
一
法
は
、
山
梨
県
主
席
視
学
。
兄

弟
才
人
の
末
弟
と
し
て
育
っ
た
。
兄
の
矢
田
喜
美
雄

は
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ
に
出

場
し
、
５
位
入
賞
と
い
う
成
績
を
収
め
た
。

　
大
田
茂
は
甲
府
中
学
校
を
昭
和
Ｈ
年
に
卒
業

し
た
。

　
甲
府
中
学
校
卒
業
後
、
日
本
大
学
歯
科
学
部
へ
進

学
す
る
が
、
両
親
に
は
内
緒
で
日
本
ダ
ン
シ
ン
グ

チ
ー
ム
に
所
属
変
え
を
し
て
し
ま
う
。
朋
友
・
森
繁

久
弥
と
共
演
を
し
、
そ
の
交
遊
は
生
涯
に
お
よ
ん
だ
。

ダ
ン
サ
ー
と
し
て
の
素
質
は
抜
群
で
、
モ
ダ
ン
ダ
ン

サ
ー
と
し
て
頭
角
を
現
す
。
ま
た
、
舞
台
演
出
家
と

し
て
も
活
躍
す
る
。

　
日
割
で
は
そ
の
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
日
割
5
0
年

の
歴
史
の
中
で
、
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
、
振
付
師
と
し

て
、
演
出
家
と
し
て
、
彼
の
右
に
出
る
も
の
は
な
い
、

と
ま
で
言
わ
し
め
た
。
ま
さ
に
目
刺
ダ
ン
シ
ン
グ

チ
ー
ム
の
育
て
の
親
で
あ
る
。

　
彼
は
、
母
校
甲
府
一
高
が
体
育
館
建
設
に
予
算
不

足
で
苦
慮
し
て
い
る
と
の
情
報
を
聞
き
、
そ
れ
な
ら

ば
と
、
「
ダ
ン
・
ヤ
ダ
・
ダ
ン
サ
し
ス
」
総
勢
3
0
名

を
引
き
連
れ
て
、
甲
府
公
演
を
行
っ
た
。
時
に
昭
和

2
9
年
１
１
竹
八
日
、
午
後
６
時
開
演
の
夜
間
公
演
だ
っ

た
ー
会
場
は
甲
府
二
高
（
現
甲
府
西
高
校
）
の
体
育
館
、

当
時
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
な
か
っ
た
。
シ
ョ
ー

の
一
部
は
肘
出
京
宏
と
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
二
部
は
森
繁
大
浦
シ
ョ
ー
、

人
気
芸
能
八
森
繁
久
浦
が
友
情
出
演
を
し
て
く
れ

一
一
一一 － 　 　 - 一
一 　 　 －
Ｆ



右ページ

上：日血「オーマイババ」６埴，作・演出・振付：矢田茂，中央が森繁久佩，右端は香取マり

下：矢田家家族の写真一元紺屋時代，父親は厳格な教育者だ-l:=た一中央の少年か･矢田茂，新紺屋小学校在学中｡

左ページ

上：矢田茂-

下：昭和29年11月１４日のﾀ･ンヤタ･ﾀ･ンサーズの公演パンフレット。

た
　
二
部
は
本
八
叩
の
、
ダ
ン
・
ヤ
ダ
・
ダ
ン
サ
ー
ズ

シ
ョ
ー
、
香
取
マ
リ
他
総
勢
3
0
名
が
ジ
ャ
ズ
や
マ
ン

ボ
の
リ
ズ
ム
に
の
り
踊
っ
た
。
こ
の
時
、
創
作
ダ
ン

ス
、
モ
ン
ロ
ー
ウ
ォ
ー
ク
も
披
露
さ
れ
た
。

　
甲
府
公
演
は
大
成
功
を
収
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
浄

財
は
甲
府
コ
筒
に
納
め
ら
れ
、
当
時
、
県
下
一
の
体
育

館
が
竣
工
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
体
育
館
建
設
に
よ
っ

て
、
甲
府
一
高
の
体
育
振
興
が
図
ら
れ
、
県
下
の
ス
ポ
ー

ツ
犬
合
で
は
こ
と
ご
と
く
優
勝
や
上
位
入
賞
が
あ
り
、

名
門
川
府
コ
尚
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
。

　
昭
和
3
5
年
に
は
、
矢
田
茂
は
、
ダ
ン
・
ヤ
ダ
・
ダ

ン
サ
ー
ス
混
名
を
率
い
て
、
パ
リ
の
ム
士
フ
ン
ル
ー

ゾ
ュ
ヘ
、
フ
ラ
ン
ス
航
空
機
を
貸
し
切
り
、
乗
り
込

ん
だ
　
一
年
間
と
い
う
長
期
公
演
を
行
い
、
大
成
功

を
収
め
か
言
当
時
の
大
統
領
、
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
も

観
に
来
た
と
い
う
。
国
際
的
な
評
価
を
得
て
ダ
ン

サ
ー
と
し
て
大
き
く
成
長
し
た
。
帰
国
後
、
東
京
吉

祥
寺
に
フ
ラ
メ
ン
コ
小
屋
「
ギ
タ
ー
ラ
」
を
開
設
、

ス
ペ
イ
ン
芸
能
を
輸
入
、
繁
盛
、
盛
況
を
収
め
た
。

順
風
雨
凱
・
の
人
生
行
為
だ
っ
た
。

　
不
才
は
突
然
起
き
た
。
昭
和
4
8
年
、
日
比
谷
公

会
堂
の
階
段
か
ら
転
落
、
重
度
の
身
体
障
害
者
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ダ
ン
サ
ー
の
道
を
歩
ん
で
3
0

年
、
そ
の
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
た
ざ
る
を
得
な

が｀ﾀ汁ｽ｀満城
ｆ
’
／

・
デ
’

く
な
っ
た
。
車
い
す
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
ダ
ン
・
ヤ
ダ
・
ダ
ン
サ
ー
ズ
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
、

マ
リ
ー
ナ
（
香
取
マ
リ
）
が
甲
斐
甲
斐
し
く
生
活

の
世
話
を
し
た
。
絶
望
的
だ
っ
た
矢
田
茂
の
生
活

に
希
望
の
光
が
差
し
た
。

　
国
際
ホ
ス
ピ
タ
ル
シ
ョ
ー
を
テ
レ
ビ
で
視
聴
、
英
国

ペ
ッ
ク
杜
の
電
動
車
い
す
が
映
し
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を

観
て
即
座
に
購
入
、
翌
日
か
ら
街
に
出
て
、
再
び
生
気

を
取
り
戻
し
た
と
い
う
。
並
外
れ
た
行
動
力
に
周
り
の

者
は
驚
い
た
。
人
前
に
出
る
の
は
３
年
ぶ
り
だ
っ
た
。

　
東
京
新
宿
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
新
宿

福
祉
の
家
」
を
開
設
。
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
（
福
祉
車
両
）

を
開
発
、
そ
の
普
及
運
動
の
た
め
、
自
ら
同
乗
し
全

国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
る
。
矢
田
茂
の
身
体
障
害

者
の
救
援
事
業
が
始
ま
っ
た
。
紆
余
曲
折
し
な
が
ら

も
、
事
業
は
確
実
に
前
進
し
た
。

　
昭
和
5
8
年
、
参
議
院
議
員
選
挙
に
福
祉
党
か
ら

出
馬
、
救
済
事
業
を
進
展
さ
せ
る
上
で
、
こ
の
事

業
を
理
解
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
熱
心

に
街
頭
演
説
を
し
た
が
、
涙
を
飲
む
結
果
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
昭
和
6
2
年
１
月
逝
去
、
享
年
7
0
歳
。

生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
甲
府
市
元
紺
屋
町
朱
儒
寺
に

眠
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
文
責
・
植
松
光
宏
（
昭
和
3
1
年
卒
）

一 一 一 一 一 一

一 一 一 一

一

一

一

一
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1968-
弟５翔

1990

　　　　　　　　　　　　　　旧を成長艮､｣から新しい時代へ

第５鎖の22年間は、総合選抜が２校から３校、４校、さらに５校へと移り変わった時代。

　　　　　　また、りO周年、10()周年、105周年、110周年の外記念式典を行い

　　　　　　　　　　歴史の節目を振り返った時代でもありました。

jl置一瓢1＼

明和4ヌ;-ｉり68)野球銘が全国高校野球選手権大会へ出場。初戦は８月11日の日曜日｡対戦相手は島根県代表の浜田高校だった。佐取点をあげたのは

甲府一に6 11衷に先一八･l.･ター小沢がこの大会第２号目となる本塁打を放った。しかし、８回宸には一点を返され､延長戦に｡10回裏に１点を決められ

初戦突i:Fりダ･は爽たせなか-1た

右：

昭和4:1叶9196813月に初めて富施さ

れた甲や!学区の総合選抜では．甲府一・

甲府南l穴紅.穴選抜審査香贋会か･、甲府一

畠の図太鮨で聞かれ、入学予定者の配分

作業を仙丿首公聞した.当時初めてのこと

となrペ・怒ごjt法制での分け方は、成績

｣桐に学区:j:外．男女別に分けたカードを

それそ=SのFt校に地等に分けるというい

わは･｢糎………?|.f｣..

左：

総合選植.11湧I･沸入された甲府一座と甲府

南高校･?は生徒だ･けでなく先生も三分

の一が唇:hm=･を.

2j｢代　山村鉄夫 23代　岩波政雄
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き
ょ
う
合
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の
発
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］
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一
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０
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の
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切
り
を
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え
る

昭和45年（1970）に90周年、昭利55年（1980）

には100周年の記念式典を行った。それぞれに記念の

美術展覧会を開催｡卒襖生や在校生の作品が並んだ･。
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学画架のフバイヤーストームは、この５期の22年の間に様変わりをしていく。現在、

甲府―高ではこのファイヤーストームは行われていない。学園祭の最終日にグランド

に集まって行うファイヤーストームは、昭和の時代に学生生活を送った人たちには懐

かしい思い出の一つ。
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4£油綱・

年経った今でも鏡いている。創刊の辞として当時の理

家長小野額平のコメントが裁っている。
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甲府　一高物語　第５話

･ら.｀　申府::………力……J｡瓦で･･,一一r･91.11'るjlけf自薦

な上.L吋'･｢Fコ時代踏Ｕ=Ｓ眼下中学校選手権大会で優勝|，たと宍のもの，

-ち‾l･　f府一心のリ･7 Jj－部ユニフォームもたぐワイ゛ﾉ･ャツで出場.

左‾F　甲府･ﾝ..･ブ結成当時の一枚．村会人リーグなのでき,々な罷業の人がいた

山梨のサッカーの歴史を作った

一鶴城クラブ・甲府クラブー

　
平
成
2
2
年
Ｈ
月
1
4
日
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の

Ｊ
Ｉ
昇
格
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
快
挙
を
山
梨
県
民
の

誰
も
が
喜
ん
だ
。
Ｊ
リ
ー
グ
発
足
か
ら
１
１
‥
一
年
、
ヴ
ァ
ン

フ
ォ
ー
レ
田
‐
府
が
今
の
よ
う
に
全
国
で
戦
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
に
は
、
か
つ
て
の
サ
ッ
カ
ー
小
僧
た
ち

の
大
き
な
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
ヅ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
前
身
で
あ
る
甲
府
ク
ラ

ブ
は
昭
相
4
0
年
に
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
て
い
た
の
が
甲
府
一
高
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
鶴
城
ク
ラ
ブ
。
き
っ
か
け
は
鶴
城
ク
ラ
ブ
が
全

国
社
会
人
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

第
１
回
全
日
本
社
会
人
大
会
で
は
ベ
ス
ト
８
に
な
り
、

さ
ら
に
選
手
強
化
の
た
め
、
県
内
の
他
高
校
出
身
者

を
加
え
チ
ー
ム
名
を
「
鶴
城
ク
ラ
ブ
」
か
ら
「
甲
府

ク
ラ
ブ
」
へ
と
変
え
た
。
ク
ラ
ブ
の
結
成
に
は
莫
大

な
資
金
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
全
て
を
私
財
を
投
げ

打
っ
て
支
え
た
の
が
、
甲
府
コ
局
Ｏ
Ｂ
の
川
手
良
萬
。

サ
ッ
カ
ー
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
人
た
ち
の
力
に
よ
り
、

甲
府
ク
ラ
ブ
の
歴
史
は
始
ま
っ
た
の
だ
。

　
昭
和
4
2
年
に
は
「
甲
府
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
」
と
し

て
関
東
リ
ー
グ
入
り
を
果
た
す
。
そ
の
後
、
昭
和
4
4

年
に
は
第
５
回
全
日
本
社
会
人
大
会
で
初
優
勝
を
飾

り
、
全
国
に
「
甲
府
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
名
前
を

知
ら
し
め
た
。
監
督
の
鈴
木
覧
は
第
一
の
目
標
を
達

成
し
た
喜
び
に
感
涙
し
た
。

　
当
時
の
鶴
城
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
、
森
沢
幸
夫
さ

ん
（
Ｏ
Ｂ
）
、
浅
井
相
に
ハ
さ
ん
へ
Ｏ
Ｂ
．
）
、
市
村
洋
さ

ん
（
゛
現
在
鶴
城
ク
ラ
ブ
会
長
）
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
当
時
の
お
話
を
伺
っ
た
。
現
在
で
も
鶴
城
ク
ラ
ブ

は
ぼ
往
で
、
年
末
に
は
忘
年
会
と
称
し
て
「
頭
を
冷

㎜㎜　　㎜　　　　　　　　　　　㎜㎜㎜　㎜㎜㎜㎜　㎜㎜　㎜㎜
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や
す
会
」
、
お
正
月
に
は
甲
府
一
高
の
グ
ラ
ン
ド
で

後
輩
だ
ち
と
一
緒
に
初
蹴
り
会
で
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て

い
る
と
い
う
。

　
甲
府
コ
局
サ
ッ
カ
ー
部
の
創
部
は
昭
和
２
年
。
昭

和
５
年
に
は
第
１
回
県
下
中
学
校
選
手
権
大
会
で
優

勝
を
果
た
し
た
と
い
う
。
戦
後
昭
和
2
2
年
に
は
待
望

の
全
国
中
学
校
蹴
球
選
手
権
大
会
が
兵
庫
県
の
西
宮

で
復
活
。
こ
の
時
の
大
会
に
は
、
甲
府
中
学
（
現
甲

府
一
高
）
は
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
韮
崎
中
学
（
現
韮
崎

高
校
）
を
破
り
、
全
国
大
会
に
出
場
し
、
全
国
４
位

の
成
績
を
収
め
た
。
そ
の
後
、
昭
和
2
3
年
の
学
制
改

革
に
よ
り
、
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
と
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
「
蹴
球
」
か
ら
「
サ
ッ
カ
ー
」
と
呼
び

名
が
変
わ
っ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
大
会

で
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
が
、
森
沢
幸
夫
さ
ん
。

「
甲
府
中
学
で
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
て
い
た
の

に
、
学
制
改
革
で
、
現
在
の
よ
う
な
か
た
ち
（
中
学

３
年
制
、
高
校
３
年
制
）
に
な
っ
た
時
に
、
お
前
は

ま
だ
中
学
生
だ
か
ら
全
国
大
会
予
選
に
は
出
ら
れ
な

い
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
あ
れ
は
本
当
に
悔
し
か
っ

た
で
す
ね
。
」

森
沢
さ
ん
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

「
私
た
ち
が
学
生
の
時
代
は
戦
争
真
っ
た
だ
中
で
、

学
校
で
勉
強
を
し
た
と
い
う
思
い
出
が
あ
り
ま
せ

ん
。
学
校
へ
行
く
の
で
は
な
く
、
当
時
学
生
は
そ
れ

ぞ
れ
が
分
か
れ
て
軍
事
施
設
な
ど
へ
派
遣
さ
れ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
ん
で
す
。

戦
争
が
終
わ
り
、
さ
あ
今
日
か
ら
勉
強
を
し
ま
し
ょ

う
Ｉ
・
と
言
わ
れ
て
も
出
来
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
、

何
か
面
白
い
も
の
は
な
い
か
と
探
し
た
時
に
、
ボ
ー

ル
ー
つ
あ
れ
ば
で
き
る
蹴
球
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
ん
で
す
。
」

当
時
の
写
真
を
見
る
と
、
鉢
巻
を
し
て
い
る
（
4
0
頁

右
下
写
真
）
。
こ
の
姿
は
？
と
さ
ら
に
森
沢
さ
ん
に

尋
ね
る
。

「
当
時
は
気
合
い
を
入
れ
る
た
め
に
試
合
の
時
は
鉢

巻
を
巻
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
こ
れ
見
て
ご
ら
ん
。

確
か
こ
の
時
は
試
合
に
出
る
た
め
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

が
な
く
て
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
買
っ
て
き
て
自
分
か
ち

で
染
め
た
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
み
ん
な
ワ
イ
シ
ャ
ツ

を
着
て
い
る
で
し
ょ
。
そ
れ
か
ら
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は

部
室
に
代
々
先
輩
達
が
置
い
て
い
っ
て
く
れ
て
、
み

ん
な
そ
れ
を
使
う
の
。
で
も
、
何
度
も
汚
れ
て
は
洗
っ

て
い
る
か
ら
バ
リ
バ
リ
。
履
く
の
が
と
っ
て
も
大
変

た
っ
た
よ
。
」

ス
パ
イ
ク
は
試
合
の
時
は
履
く
け
ど
、
練
習
は
ほ
と

ん
ど
裸
足
。
ス
パ
イ
ク
を
頻
繁
に
買
う
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
の
で
、
使
い
込
ん
で
い
く
う
ち
に
ス
パ
イ

ク
の
ポ
イ
ン
ト
を
打
ち
つ
け
て
あ
る
ク
ギ
が
足
の
裏

に
剌
さ
っ
て
痛
か
っ
た
と
い
う
。
ボ
ー
ル
は
Ｉ
個
し

か
な
く
て
、
空
気
も
め
っ
た
に
入
れ
な
い
か
ら
蹴
る

と
バ
コ
バ
コ
音
が
し
た
、
な
ど
当
時
の
懐
か
し
い
話

を
し
て
く
れ
た
。
森
沢
さ
ん
の
話
を
横
で
楽
し
そ
う

に
笑
い
な
が
ら
聞
い
て
い
た
浅
井
和
夫
さ
ん
。
浅
井

さ
ん
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
子
ど
も

の
頃
体
が
弱
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
浅

井
さ
ん
は
、
甲
府
一
高
の
サ
ッ
カ
ー
部
で
活
躍
し
、

甲
府
ク
ラ
ブ
ヘ
も
入
っ
た
。

「
今
の
子
ど
も
達
に
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
う
け
ど
、

す
ね
当
て
は
竹
で
自
分
で
作
っ
た
り
、
ボ
ー
ル
は
本

皮
だ
っ
た
の
で
、
一
回
一
回
空
気
を
抜
い
て
、
試
合

や
練
習
の
前
に
空
気
を
入
れ
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
下

級
生
の
仕
事
。
み
ん
な
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
だ
っ
た
か

ら
ね
。
」
と
い
う
時
の
顔
は
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
て
い
た
少
年
の
顔
に
戻
っ
て
い
る
。

「
今
日
（
1
0
月
1
8
日
）
は
お
や
じ
の
命
日
だ
っ
た
の
で
、

昨
日
み
ん
な
で
お
墓
参
り
に
行
っ
て
き
た
ん
で
す
。
」

と
市
村
洋
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。
鶴
城
ク
ラ
ブ
、

甲
府
ク
ラ
ブ
の
か
つ
て
の
メ
ン
バ
ー
に
「
お
や
じ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
「
川
手
良
萬
」
。
誰
も
が
心
か
ら

慕
っ
て
い
た
存
在
だ
っ
た
。

　
最
後
に
森
沢
さ
ん
が
こ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。

「
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
本
当
に
い
い
仲

間
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
何
十
年
経
っ
て
も
、

仕
事
で
肩
書
き
だ
け
は
偉
く
な
っ
て
も
、
バ
カ
を
言

え
る
仲
間
、
バ
カ
に
な
れ
る
場
所
が
あ
る
か
ど
う
か

で
人
生
は
楽
し
く
暮
ら
せ
る
か
が
決
ま
る
気
が
す
る

ん
だ
よ
。
甲
府
コ
局
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
連
中
は
今
で

も
会
う
と
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
た
あ
の
時
に
戻
っ

ち
ゃ
う
の
。
そ
れ
が
仲
問
な
ん
だ
よ
。
」

　
甲
府
中
学
、
甲
府
一
高
、
鶴
城
ク
ラ
ブ
、
甲
府
ク

ラ
ブ
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
と
続
い
て
き
た
サ
ッ

カ
ー
の
歴
史
。
そ
の
歴
史
は
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
の
変

遷
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
川
手
良
萬
が
願
っ

た
「
山
梨
に
も
、
い
つ
か
こ
の
場
（
全
国
レ
ペ
ル
）

で
戦
え
る
強
い
チ
ー
ム
を
」
と
い
う
思
い
は
、
今
、

確
実
に
受
け
継
が
れ
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
夢
を

与
え
る
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
・
雨
宮
千
春

４１
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生
き
て
い
る
実
感
、
そ
れ
が
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
佐
藤
祐
介
－

｣：治1･,Iり｣.･佑ｌ捗夕･ふ４，３：モSI仰‘休鶏祐介さん

　
氷
と
谷
、
険
し
い
岩
壁
の
登
は
ん
に
挑
む
ア
ル

ハ
イ
シ
ー
こ
の
ア
ル
バ
イ
ン
ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
の
が
甲
府
。
高
出
身
の
佐
藤
佑
介

ご
八
　
コ
０
０
８
年
に
は
、
難
易
度
の
高
い
と
。
汀

か
か
る
北
本
の
最
高
峰
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
を
連
続
制

覇
し
た
。
佐
藤
さ
ん
の
山
と
の
出
会
い
は
、
甲
府

∵
に
山
岳
部
時
代
。
卒
業
後
、
金
沢
工
大
へ
進
学

し
て
か
ら
は
［
週
末
は
ほ
と
ん
ど
山
に
い
る
状
態

だ
っ
た
］
と
い
う
。
一
年
間
休
学
し
て
南
米
・
ア

ン
デ
ス
山
脈
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
旅
を
続
け
た
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。

　
現
在
は
地
元
山
梨
へ
戻
り
、
仕
事
を
続
け
な
が

ら
山
へ
の
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。
今
回
、
佐
藤
さ

ん
に
、
高
時
代
の
思
い
出
、
現
在
の
活
動
内
容
を

伺
っ
た
。

‐
１
　
‐
伺
時
代
は
、
山
岳
部
に
所
属
し
て
い
た
の
で

す
が
、
湯
村
山
や
愛
宕
山
へ
疑
っ
て
か
ら
学
校
へ

行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
部
員
も
少
な
か
っ
た

の
で
、
団
体
競
技
と
い
う
よ
り
個
人
で
鍛
え
る
と

い
う
感
じ
で
し
た
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
大
学
時
代

に
出
会
い
ま
し
た
。
高
校
時
代
に
由
良
部
に
所
属

し
て
い
た
こ
と
が
、
今
の
僕
の
活
動
の
原
点
て

あ
っ
と
気
が
し
ま
す
二

　
゛
目
‐
山
・
ぃ
荊
い
ト
ヘ
七
‐
を
山
ご
融
ご
し
た
ト
ご
。
’
Ｊ
目
り

に

I

I

I I

I

I

部
‥
日
け
回
一
気
ｊ
る
と
拙
誠
見
辛

部
へ
と
自
動
的
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
．

・
ゾ
ノ
万
貼
代
、
㈹
城
削
Ｖ
部
内
剔
皐
か
ら
と
出
へ

ソ
。
’
、
ｙ
」
ヒ
が
あ
Ｉ
り
士
分
　
汁
豹
≒
二
ｙ
ぃ
ご

ド
‥
…
…
‥
‥
出
令
兄
い
で
∵
心
宛
行
勺
に
し
。
の
・
兄
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ｊ

ｉ

瀧
に
州
旅
に
な
り
ま
し
た
二

　
狐
狸
七
戦
レ
続
け
な
が
ら
ト
ヘ
上
へ
と
挑
む
ア

ル
パ
イ
ン
　
9
0
ぽ
近
い
曝
を
登
り
続
け
る
こ
と
は

ご
巾
に
乾
と
隣
乙
‥
わ
せ
の
状
態
。
出
発
時
は
一
緒

ハ
ン
ご
仰
問
か
帽
り
に
は
い
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
あ
る
ト
。
‥
う

手
こ
叫
け
、
晩
申
・
柘
Ｂ
セ
ン
チ
の
所
に
立
っ

て
い
か
レ
ー
い
う
こ
と
ら
あ
Ｉ
り
ま
し
た
。
‐
扱
て
し

圭
ノ
ヅ
ヅ
て
の
よ
ま
ド
ヘ
落
ド
寒
さ
の
中
で
仲

問
。
・
リ
ぃ
人
で
刎
え
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て
は
い
い

ご
レ
出
で
ー
が
、
あ
の
時
は
本
当
に
こ
の
ま
ま
ど

』
っ
白
石
だ
ろ
う
と
ぢ
え
、
不
安
で
し
た
、
そ
ん

ご
匯
田
の
山
行
ご
戟
っ
て
い
る
佐
藤
さ
ん
の
気
持

几
九
ツ
ヤ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
魅
勺
は
ど
ん
な
と

ニ
ハ
レ
め
ん
い
ご
ろ
う
か

。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
自
分
自
‥
身
、
牛
き
て
い
る
こ

サ
ハ
仰
誤
勺
る
Ｆ
爪
子
あ
り
、
通
過
点
。
チ
ヤ

し
ブ
レ
ー
八
Ｌ
こ
・
ド
緋
わ
り
は
な
く
、
バ
山
内
を
’

…
爪
丁
心
い
Ｏ
口
乍
ド
ギ
感
や
ワ
ク
ワ
ク
感
は

叫
り
．
体
験
－
で
Ｉ
・
レ
や

い
も
の
　
充
実
し
た
入

‐
辻
り
よ
レ
ふ
し
ー
て
い
Ｅ
す
Ｉ

‐
一
円
え
‥
敗
ご
付
ら
で
・
人
士
を
爪
ぃ
て
い
る

‥
１
－

－
－

ｑ
ゝ
／
Ｊ

1:

ﾄ ﾞ

I

I I ，

1 ｀ 1 1

勺 | ｀

一
一
昭
に
こ
り
回
生
へ
の
励

‥
九
や
ら
　
サ
回
心
．
話
を

宍
∵
入
１
巾
他
の
Ｉ
つ
つ

－

申

I

一一一-

||

j･

j._

ｙ

ゝ

－

ｒ
’
口
口
’
．
－
’
－
ｊ

ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
ー
　
　
ー
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強つ

行
遠
足

く
ら
れ

でる
も
の

甲
府
　
昌
江
統
の
強
行
遠
足
。

「
半
く
　
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た

削
殆
指
の
江
口
炭
凹
剛
士
の
児
い
は
、

ｌ
ｊ
ｏ
レ
バ
ー
を
即
士
る
川
プ
ロ
支
ご
・
灰
い

半
ヘ
ニ
と
は
。
Ｌ
を
見
つ
め
る
ー
て
・

｣｡

Ｘ
一

－

　
　
－

－
ｒ
♂
１

田
川
一

上
－
－　

Ｆ
－

↓
‐
ｆ
ｊ

』

１

－

ｊ

目
ご
生
爪
ｙ
ト
万
万
レ
ー

り」

fjl

わ

．

孔
り
Ｅ
り

い
圭
Ｊ

（ ）

７

／ｋ



子

犬
゛
へ
ｙ
ト
’
ヘ
ク
ノ
ペ
犬
　
匹
ブ
ゾ
ヘ
　
　
…
…
‘
い
ー
¨
¨
‘

／

強
行
遠
足
と

江
口
俊
博
先
生

　
大
正
１
３
年
、
甲
府
中
学
で
始
ま
っ
た
強
行
遠

足
。
そ
の
創
始
者
は
当
時
の
校
長
、
江
口
俊
博
先

生
で
し
た
。
江
口
先
生
は
、
熊
本
県
生
ま
れ
で
、

帝
国
大
学
卒
業
後
、
新
潟
県
の
小
千
谷
中
学
校
、

広
島
中
学
校
、
長
野
中
学
校
の
校
長
を
歴
任
し
、

犬
止
１
２
年
に
本
校
の
校
長
に
赴
任
し
ま
し
た
。
翌

年
、
当
時
の
文
部
省
か
ら
全
国
中
学
校
に
「
明
治

節
（
Ｈ
川
３
目
）
を
祝
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
日
を

中
心
と
し
て
各
学
校
で
、
何
か
有
意
義
な
体
育
行

事
を
実
施
せ
よ
」
と
の
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

ｏ
Ｐ
汪
目
先
生
か
推
奨
し
た
の
が
「
歩
く
寸
こ
と
。

１
１
１
１
川
４
目
を
本
柁
の
「
体
育
の
目
」
と
設
定
し
、

壁
校
生
徒
が
そ
ろ
っ
て
「
歩
く
」
こ
と
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
強
行

遠
足
の
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
汪
」
‥
先
生
が
歩
く
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
ご

自
身
が
か
な
り
の
健
脚
宗
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
そ

‐

第１０代校長江口俊博先生

の
理
由
の
一
つ
で
す
。
甲
府
中
学
に
赴
任
し
て
か
ら

も
白
根
三
山
を
縦
走
さ
れ
る
な
ど
、
「
歩
く
」
こ
と

に
関
し
て
は
、
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

江
目
先
生
け
、
「
。
自
己
の
体
力
に
応
じ
て
歩
け
る
と

こ
ろ
ま
で
歩
く
」
こ
と
を
提
唱
し
ま
し
た
。
「
一
切

の
妥
協
と
怠
慢
を
排
し
て
精
神
の
限
り
歩
く
こ
と
を

重
視
し
た
」
と
昭
和
4
1
年
に
発
行
さ
れ
た
『
強
行
遠

足
の
沿
革
誌
』
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
強
行
遠
足
」
と
名
付
け
た
の
も
た
だ
単
に
「
歩

く
」
の
で
は
な
く
、
一
歩
く
」
こ
と
に
よ
り
「
自

分
の
内
面
を
知
る
、
限
界
を
知
る
、
可
能
性
を
知

る
」
こ
と
を
江
口
先
生
は
伝
え
た
か
っ
た
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
▽
目
分
の
弱
さ
を
克
服
す

る
た
め
に
、
強
く
進
わ
づ
こ
れ
が
強
行
遠
足
」
。

そ
の
後
、
江
口
先
生
の
精
神
は
、
歴
代
の
校
長
へ

と
引
き
継
が
れ
、
今
で
も
∇
尚
伝
統
の
行
事
と
し

て
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

○東京方面コース

至東京

第1班　東京方面コース

第2班　穴山新府城跡コース

第3班　御獄昇伝鉄コース

しかし、まだまだ余力ありとわかり、４回目、５回目は木曽まで距離を延ばしています。

４回目から24時間制にして行けるところまで行＜という決まsJになりました。６回目1J降

はさらに距離を延ぱし信濃大町方面。その距離１６７､１キロと尋常ではない長さになってき

ました。37回目以降は、小諸までの100キロと短縮されています。

暁行遠足は。現在では小諸方面コース【７６ｍ】となりていますが、第１回目は東京コース

とい=｡乙甲府から勝沼、笹子トンネルを通り、上璽1原駅終着とした６４､３キロの道のりを

ま｡いたと記ljされ’どいます。しかし、笹子トンネルと小仏峠という箇所があり、このコー

ヌ｡は第１回限りで変更されました。盛２回、３回目は甲府から富士見を通って、松本まで｡

| -一 一 一 一



野辺山のしじみ汁（昭和56年・1981）

つかの間の休息（昭和21年・19461

1E体なく眠る（昭和56年・19811
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一路松本へ〔昭和21年・1946〕

杖をつきながら、ひらすら歩く（昭和36年・1961j

(富士見峠)

昭和16年（1941）出発風景

○松本方面コース

*別に足弱者のために

穴山新府城跡コース

御獄昇仙峡コースとがあった。 4－

｜



三軒犀をスタートする女子･;昭和45年・1970）

眠る、眠る、甲府まで（昭和54年・1979）

　 　 　 ‥

‥ ‥ ‥ ‥

‥ 　 　 　 　
‥ ‥ ‥

j 曇

‥

… … … : . ; . ; i
･ i ･ ･ i

　 　 　 　 　 ■ ■ ■ ■ ■ 　 　 ■ 　 ■ ㎜ ㎜ 　 　 ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■
　 　 　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ■

　 　 　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ 1 ㎜ ■ ■ . 1 1 1 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ 　

･ . ･ . ･ . . . . ㎜ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ･ . ≡ ≡ -

　 　 　 ; … … … 7 ご 匹 r r … … i l = 1 1 1 1 1 雇 l '

-

l l . ' ･ 『

　 　 　 .

･

.

･ ‥ ‥ ‥

‥ ‥ ‥ ‥ こ w l － が 劈 s a r

, … …

　 　 ･ ･ ･ ･ - ･ ‥ ･ - ･ . . 1 . . 1 . 1 . . ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ‥ ･ - - l i l ･ 1 ' 1 ･ ･

- ･ - ･ - - … … …

　 　 ･ 一 一 一 一 . i ･ 一 一 . l i . l i i i . l i l i l ' ･ . ･ ･ ･ ･ - ･ . ･ - ' . ･ - ･ . ･ . ･ - ' . ･ . ･ . ‾ ･ － ･ i . 1 一 一 . 1 ‾
･ ･ ‾ ‾ ‾ ･ I ･ ･ ･ ･ - ･ . ･ - ･ ･

…
…

… … … i … … … 回 … … i i i ' i ' i ' i ･ i i l ' i i i ･ l i ! ' i i ; j i l i i ゛
- i

琴 E I ' 零 i i ' i '
‐ 麗 皿 翫

..･･･Kλ･-い・１９５７ｊ

IISJIIS

　　ゝ

　●が

大糸線
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穴山橘付近〔昭和25年・1950〕この年、初めて女子が参加した。

タスキをもって一緒に歩く女子（昭和35年・1960）

麦茶を飲んでひと休み（昭和56年・1981）

　　■■　■-.i回≒
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みんなで手を取り合ってコール（昭和56年・1981）

○松本・木曽福島方面コース

小海線

(142.0km)



至
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魚
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‘･167.1kml

(木崎湖)

女子

ゝ

第26回

第27回

第28回～30回

第31回～36回

穴山駅終点

台ｹ原・

日野春丿

富士見４

平
成
２
２
年
一
２
０
１
０
Ｊ

強
行
遠
足
の
様
子

○･1ぷn大||[]'方||･||'コーy、

*別に足弱者のための

穴山駅までのコースは第13回までで廃された。
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至軽井沢
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】特乱いII犬とi-itヽまi'が、

10年という年月は人牛｡の中で大きな節目とも言えます｡

ここで紹介才るのは、2闇n年から20]n.年の甲府一一-高のさまざまな出I来事で一仁

　一入ひとりの学生｡生活が散11ぱめられた蒔です。

大きな志も、一雨　ﾘ¨1の小さな積み重ねがあってこそ立てられるもの。

多くのうIl？II.':からか経験した一一高での青春時代。

ぞ｡こでほさまざ･まな物語が生まれています｡
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弟7利口|強行遠足実施

北海道北見北斗･高校より代表男臭各２私参加

創立120周年記念式典・記念畠楽会

（県民文化ホール/10月20目）・

記念美術展（県民会館/10月19日から23日）

∩梨lj､レアイオワ伴|姉妹締結40周年、アイオワ高校生来校
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I戸緋紆のかとか完成
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６
列
に
関
束
大
会
で
６
泣
、
８
月
に

は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
日
本
高
校
新
記
録

を
樹
立
し
か
花
輪
秀
剛
君
。
現
在
は
、

甲
府
コ
昌
の
体
育
教
師
と
し
て
母
校
で

後
輩
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

花
輪
先
生
は
、
中
学
時
代
は
サ
ッ
カ
ー

部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
と
の
出
会
い
は
中
学
時
代
に
先
生

か
ら
勧
め
ら
れ
た
か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
は
チ
ー
ム
で
戦
う
ス
ポ
ー
ツ

で
吋
が
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
個
人
で
戦

う
も
の
。
兪
く
タ
イ
プ
の
違
う
ス
ポ
ー
ツ

を
始
め
る
に
あ
た
り
、
最
初
は
抵
抗
が

あ
っ
た
拡
幅
先
生
で
す
が
、
甲
府
一
高
へ

入
学
し
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
へ
入
部
す
る

と
了
で
の
万
能
を
開
花
さ
せ
ま
し
た
。
「
一

入
で
戦
う
７
１
チ
ェ
リ
ー
は
最
後
は
自
分

と
の
戦
い
　
粘
神
的
に
強
く
な
け
れ
ば
出

七
か
い
ス
ホ
ー
ツ
た
と
思
い
ま
す
」
。
そ

ん
な
花
信
兄
刈
‐
の
指
導
の
ち
と
、
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も
強
行
‥
ｊ
足
に
昭
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に
聡
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強
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賃
こ
七
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仏
川
牛
ご
け
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強
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遠
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ま
ベ
ト
告
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入
１
８
年
で
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そ
の
当
時
の
甲
府
中
学
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男

子
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で
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強
配
‥
‥
遠
足
は
目
本
男

児
の
精
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万
ヒ
肉
体
を
鍛
斤
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こ
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目
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ま
っ
ト
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植松111J､第33代校長就任

目低徊吋指に水貼出目相即垢

I､り総合体育大会で水泳郎ﾜj子総合優勝、

fJ-ス漆ﾘj｣'4･t｣休優jlS

"JISI販選一p･恪入会で隙上部

訟洋｣やIIEさん4闇ｍで８位

イ)タ一一八仁]y･19でテニス部ﾘ3.r･ﾄj-|体陪:I限

インターハイでテニス部

ﾘj』'一団休ベスト16{|||梨県男子初瓦

収泳部出場、アーチェり一個団体男女出場

匍I柾･}･校総含免化祭に放送部唄潮雄大狗III､場

沃刊句心犬合に野球部が24年ぶりに出場

関采新入入会に陸上部山口はなさん8()()mで乃位

24T、円の関東大会出場にわ＜一高応援団

J 」

｜ ｜

関東地区高校放送コンクールに

放送部辻直子さん、浅原佳織さん、

ビデオメッセージ部門出場

多||的宗を職員宰に改修し、

学年職回宰を嘸|ﾄ

-

／

ノ

--

？
・ 1:)03

ト

成１５年度

蒜
″　　　，7習

Sli

－
Ｆ 1φ●」.4ご‘●肢!.z一例子ﾌk一一のｊゝハ

NIIK杯公国高校放送コンテストに

放送部･II込佳奈子きん、廣一雄大君出場

国体に水泳部川11一両君、長坂後志君出場

茫:77 1111強行遠足実施

柊.lj捷|!を小節から野辺山に変更し、

男了･53.7km、な'子31.0kmとなる｡

fil｣･y.123年記念式典

24年ぶりの切符

暦

ば
な
し

伝
統
の
甲
府
コ
局
野
球
部
の
創

設
は
明
治
2
4
年
。
そ
の
歴
史
は

甲
府
コ
局
の
歩
み
と
と
も
に
築

か
れ
て
き
ま
し
た
。
過
去
に
数

回
の
甲
子
園
出
場
も
沢
だ
し
て

い
る
野
球
部
で
す
が
、
こ
の
年

に
2
4
年
ぶ
り
に
秋
季
関
東
大
会

へ
の
切
符
を
于
に
し
ま
し
た
・

関
心
大
会
出
場
を
か
け
た
試
合

で
は
、
Ｏ
Ｂ
共
々
大
い
に
盛
り

ー
ん
Ｉ
‥
、
い
絞
単
比
　
丸
と
々

り
・
応
核
に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
、

ペ
ヘ
‥
に
目
八
月
誠
心
校
に
８
討

Ｉ
で
特
利
　
深
引
に
暉
く
応
後
目

肌
か
ら
は
　
高
魂
が
み
な
ぎ
ら
で

い
ま
し
た
。



文部科学省ＳＥＬＨｉ指定校となる

□４

Ｏり

－
－
－
ｊ

－

４
’Ｉ

　
ｔ

！

．λ

！ｙ

１１

｜ ：

え即行7宵SETjli

ﾂ、－．い･－･

‾ノノ

インク･り･フン.･･・

ハイ’4クール.同こ指定される､.、

インターハイ行進でテニス耶力千け|体優勝

山梨入学か｣哨中学校との連携授業を行う

関東入会で空手･部大本格剥優勝

インターハイで空手部大木格君３位

テニス部保坂充彦君ベスト16

７一一yylj一,Slil｣|ｲ4-Iりjk，jくi:jklilll削場

|.',1吹お楽コンクールでj,6援団吹奏楽部金賞

り１

ｏ／

」

L』･z

　址

ﾌﾟ｀－i

ILr｀Ei

　1遜

　　　一
　　－－　　ｗ --?

Ｆこ,･函甲-4,］

｜

６･=士

成１６年度

U､し総.合体育大会で水泳部ﾘj f･総合優勝、

ヤー乙ス部り3子|一一rl体陥llむ

？校別成笥.でにat｣'-総合５位

全国高校総合虻化祭に書道部森本めく･･みさん出場

ＮＨ】く杯全|判高校放送コンテストに放送部｣釦轜雄大剥、

励:||ほl｣希君、ラジオドラマ部門出場

　　..　　　　111iこ.:ここ':･;-- -･--'-･

こj:9

■

第78 1Jjr強行遠足雨天のため途中中止となる｡

県新人大会で水泳部女子総合初優勝、テニス部･りj子団体優|』券

賂高校芸術文化祭で筝曲部、化学部が

芸術史化祭賞

､lj少年読儒感想文コンクールで

佐久問ともかさんが賂教育長官受賞

Uja/yj

大木格先生

平成22年度戦績

空手世界選手権

団体形：韻メダル

個人形：銅メダル

アジア大会

屑子形：銀メダル

１２

つ
一

乃

i

l

l

ｆンターハイili人7･il垣充ｉ老かべ２ト１６λ･Ｊを巣たしまし1.

SELHi講演会

SELHi宍一文化講座で、

外国人の先4-が講演

空手一一･色の日.々

暦

は
な

し

８
月
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
堂
々
の
３
位
を
獲
得
し
た
空
手

部
の
大
本
格
君
。
現
在
は
母
校
甲

府
一
高
で
体
育
教
師
と
し
て
後
輩

の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
空
手
の
長
谷
川

道
場
へ
通
っ
て
い
た
と
い
う
大

木
先
生
。
甲
府
コ
局
時
代
は
と

に
か
く
空
手
一
色
の
日
々
だ
っ

た
と
Ｉ
．
円
い
ま
す
。
学
生
時
代
一

番
の
思
い
出
は
、
応
援
練
習
と

強
行
遠
足
。
そ
し
て
部
活
後
に

仲
間
と
一
緒
に
通
っ
た
学
校
前

の
店
。
現
在
、
空
手
部
の
顧
問

と
し
て
後
架
を
育
て
る
立
場
に

な
っ
た
大
木
先
々
で
す
が
、
自

分
自
身
も
世
界
大
会
な
ど
へ
の

挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。



Ｆ

姉妹校ヘンリー高校生来校

１

Ｉ
；
“

ｔ

Ｓ

Iぐ,｣ぶ汀ノゾバ｜代役員就汀

６　」」腎束大会でﾌﾞﾀ千

ドア

ＤＳ

(り

）

１
／
】

’
一
一

４

部仰幻出しさん優勝

怖I収,I,･｣|々総々文化祭に祭り|||部，

,II,:………!ｴII･,゜|::iri-1･に.4゛:･:.･jiきん．･１･？部|||中優６さん出馬

N･]IK杯分国I･,I,･.1'･･i･21'l:i｀jlコンテスﾄに放i lj腿|凄1木偏伴さん，

ラジオドラー,･,IやJII
I甲I｣易

インタｰ一一ハイで空千加荻|京lll佐さん５位、

ｺ……y一一.IIJ一部団体ﾘL如11JI場

県吹奏楽部コンクールで応援l･11JI欠奏楽1部分賞

姉妹校ヘンリー高校生.（オーストラリア）来校

弟79川強行遠足実施

111JしIUI･高校強行速足に代表牛.徒参加

(ﾘ1女ともｌ位となる)

斟|凱待､吐式典

Ilil啄でテニス部保坂充彦れベスト16、

陣卜部｣ぶ日和応召出場

SELHi講演会

グランド内側結球ネット没骨

SET.HiW文化講座

関Iわ劃べ高校放送コンクールに

汝凪部｡い寸以沁きん出場

Ｌ

ｊ

り丿

‐
ズ
伺

八
□
ヘ
ヱ

●●I

●≒Ｉ

‐
父
瀧
は
脱
白
子
ら
続
い
て
い
て
、

ｊ
単
に
１
回
ず
っ
交
勺
に
そ
且

｜

‐
ヾ
ん
１

f

ヽ

I

.

久
こ
へ

－
。
１
　
’
‐
ｙ
。
７
ｔ

　
　
ｊ
Ｊ
”
’
j
　
l
’
j
:
’

‐
‐
７
ｒ
９
‐
１
‐
Ｑ
　
．
ｌ
ｊ

ｌ

|．Ｚ

１
梱

｜

成１７年度

｜㎜り一・~一一ｓ=ミ

詣
Ｉ
仙

￥
　
　
i
4

4
‘
　
S
．

宍
県
’

　
　
　
　
　
　
　
－
－
　
　
　
－

―
じ
づ

i｡･｜々｀y齢，

－
　
1

1
｡
／

.'|･j

げ
た

ｔ

こ
の
年
は
、
９
月
に
姉
妹
校
で

‐
あ
る
へ
ｙ
リ
ー
咬
一
才
Ｉ
ス
ト

ラ
リ
万
一
か
ら
・
‥
Ｅ
校
生
か
来
校

し
、
交
流
し
ま
し
た
。
1
0
月
に
は
、

壮
詣
｀
剋
大
北
1
‐
｡
よ
牛
‐
萌
に
の
強

い
八
足
ド
に
へ
９
能
ヅ
付
加
し
、

｜

｜

｜

ｉ

｜

｜



ｓ
－

- ㎜ - J

２学期制開始

示談脛

｜私.松永洲･]･･権.大会に柿沼鈴奈さん出場

回白白え化づに宍遜部小尾彩仁さん出現

11」

ｙ･り・Jヽ゛で空Ｆ部荻｣1;I､知〃､ぺきん3 0T、

一一1･づトご部|･｣1体ﾘ.S女出場

吹4jlコンクールで|ぷ援|寸1吹奏架部金j6･

8『IIIII強行４足に.laJ.北斗高校代＆叫.随一l y141』』||

ヽI/.lg6隔年,記念式典

U,I.gl入大会でテニス部ﾘyヂセ｣体優勝

1･同伴|ヅ,副ぐ阪遥コンクールに

ドレ訪困ぐ莞さん出場

や|.I,I，一学lz）Ilijl.独jll抜高校入試実施（総勁選抜躯）lll弛JI

9:LIII指定終了

｜柳川飢漣治山お」発行

SELMj英祐餅膚套

｡.ll,IL｡.i.･j,j,i会･LSELHi＆111j絢ｒと＆･』ました

-

Ｐ

成１８年度

SFIHIIごよlj座学だけでなく、国●文化についても学びました

Ｊ

ｊ』 SEL山全国公開研究発表会

ﾚ ‘

シ　巾．こ紡4双眼貧

Ｊ
巾
ｒ
回
も
こ
の
年
度
が
最
終
年
度

と
な
り
ま
し
た
。
１
９
９
１
年
（
平

成
３
年
）
に
英
語
科
を
設
置
し
、

英
語
の
教
育
に
そ
れ
ま
で
以
上
に

力
を
注
い
で
き
た
甲
府
∵
局
で
す

が
、
こ
の
ぐ
年
間
を
通
じ
て
生
徒

の
自
主
的
な
英
詔
活
動
や
外
国
人

の
方
々
と
の
交
流
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
Ｉ
こ
れ
か

ら
国
際
社
会
の
中
で
日
本
人
の
英

‐
勺
が
ま
ー
圭
丿
試
ｊ
れ
る
貼
代

こ
こ
づ
こ
５
ま
す
－
Ｔ
μ
ｊ
が
こ

‥
体
験
今
。
心
し
て
英
語
の
必
要
哲

ヤ
目
本
の
Ｉ
ぇ
化
に
つ
い
て
改
め
て

参
え
る
鳶
二
か
け
作
り
に
な
っ
た

い
で
は
か
し
か
と
思
い
よ
す
。

千

Ｚ

り
乙
０

０
４
年
か
ら
始
ま
っ
た



ｉ

４０年ぶりの全県一学区

　　単独選抗生人学

.･M､I､一一学区制･期生入学

15分7 i･UII｣'=授業実施

i梢=|いE第35代校4=ご就任

☆ふ帽谷足剔寸1乳校

門ｋ入会でアーチエリー部ﾄ｣|体８院、

l］四阿川蜷

ふ

４

皇国ご汁り忿合文化祭に害退部中,lj5望さん出垢

ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストに

股居部テレビドキュメント部門出場

インタ‥ハイにテニス部橋爪玲君・

堀内RIﾌμペア2 lifl戦進出、

アーベー・り一部団体男女出場

令国高校総合文化祭に築;||||部、

放:面部武井亜希T･さん出場

県吹奏楽コンクールで応援団吹奏ｉ胡:会jni･

ｌ

第81回強行遠足実施

消立127周年記念式典

(同窓会よりワゴン車が寄贈される)

ﾘ､｢､活人大会でテニス部男子団体優勝

日本文化に触れる台湾高校生

2C，

｜

成１９年度

日り川1姉妹校ヘンリー高校牛来校

門帽引ｽﾞ高校放送コンクールド

ド引いづ目ﾄﾞ代さん出馬

‐



２００７年（平成１９年）９月２３日日曜日順て

｜

‐
に
口
い
に
即
行
続
の
危
機

－
－
－
－
・
　
－
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
・
－
‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
附
内
屈
指
の
歴
ヽ
心
で
活
動
を
続
け
て
き
た
。
だ
か
、
相
手
を
応
援
す
る
と
い
う
動
機
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
史
を
持
つ
。
過
去
学
ラ
ン
姿
で
腹
の
底
か
ら
「
ち
わ
け
が
な
け
れ
ば
厳
し
い
。
こ
こ
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
団
長
一
人
だ
け
っ
す
力
’
」
と
声
を
出
し
、
運
動
部
五
二
八
年
で
生
徒
会
が
中
心
に
か

　
　
　
　
冤
　
　
　
　
　

の
時
期
は
あ
っ
た
並
み
の
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
っ
た
り
、
急
き
ょ
メ
ン
バ
ー
を
集

一
泡
一

ヽ

団
猛
宣
皿

も
の
の
、
後
継
者
た
り
、
礼
儀
や
伝
統
を
重
ん
じ
る
め
る
硲
貴
会
度
』
が
主
流
に
な

　
’
　
　
　
　

ふ
■
ｆ
■
ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ま
っ
た
く
い
な
ス
タ
イ
ル
は
「
今
ど
き
、
あ
り
え
っ
て
き
て
い
る
の
は
、
応
援
ぽ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
状
況
は
同
め
。
な
い
よ
」
と
仲
間
か
ら
笑
わ
れ
る
厳
し
さ
に
現
代
っ
子
が
付
い
て
い

山
梨
Ｕ
円
屈
指
の
伝
統
を
誇
る
甲
府
一
高
応
援
団
か
存
続
の
危
機
を
迎
え
て
い
　
七
月
に
甲
府
・
緑
が
見
辺
で
て
。
例
年
、
試
合
か
終
わ
っ
た
後
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
’
つ
。
け
な
い
の
か
一
因
」
と
説
明
す
る
。

９

Ｅ
Ｒ
Ｃ
人
の
団
員
ぱ
い
ず
れ
を
一
年
俘
。
来
春
、
新
人
生
か
入
団
し
な
け
れ
行
わ
れ
た
全
国
高
校
野
球
選
手
権
に
行
わ
れ
る
次
期
団
長
の
紹
介
が
し
か
し
、
「
あ
え
て
厳
し
い
瑕

日
川
原
応
援
団
も
数
年
前
に
休

ば
回
心
鴬
削
剥
よ
帽
Ｌ
ｙ
則
Ｌ
Ｌ
Ｌ
・
副
七
割
霖
大
言
回
戦
。
ｊ
ｙ
謳
存
岨
ゎ
雪
匂
た
ド
ー
湊
に
凛
ポ
に
偏
１
濤
。
１
回
否
固
淳
心

ほ
か
、
日
円
高
や
甲
府
工
高
な
ど
数
校
だ
け
。
県
高
校
総
体
や
夏
の
甲
子
園
山
梨
人

心
か
開
催
窓
れ
る
際
に
メ
ン
バ
ー
を
招
集
す
る
「
応
援
畳
翌
制
度
」
か
主
流
に
な
　
Ｌ
Ｌ
い
μ
訓
ヅ
回
い
‰
が
影
岫
‰
九
払
彩
旧
訓
則
が
引
割
削
剥
お

回
て
い
る
、
応
輝
明
の
衰
ぷ
は
上
下
関
係
を
嫌
っ
た
り
、
一
他
人
の
応
援
は
ぱ
か
ら

甲
府
一
高
応
援
団
三
人
の
姿
が
あ
県
予
週
敗
退
後
、
一
人
か
退
団
こ
と
で
精
神
力
が
蕎
わ
れ
た
と
思
団
長
が
誕
生
し
て
存
続
し
て
い

っ
た
。
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
し
、
「
解
慾
扱
い
に
な
っ
た
。
う
。
今
後
ど
ん
な
問
題
に
直
面
し
る
。
前
応
援
団
長
の
甘
利
香
寿
葉

行
付
け
胆
㈲
�
犬
。
団
員
は
３
年
生
２
人

？
」
も
に
三
思
と
、
現
団
長
の
大

竹
み
す
ほ
さ
ん
（
二
年
）
は
「
一
高

の
応
援
の
形
は
し
っ
か
り
し
て
い

で
素
晴
ら
し
い
。
絶
対
に
な
く
な

ご
　
　
新
入
生
に
望
み
つ
な
ぐ
郷
社
牡
牡

回
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
時
代
、
応
援
団
長
霜
め
た
茂

２
７
の
声
援
。
九
回
裏
、
最
後
の
杓
者
は
夏
休
み
か
ら
、
部
室
の
清
掃
、
る
」
と
二
人
は
口
を
そ
ろ
え
る
。
さ
ん
？
一
）
も
「
今
夏
、
球
場
で
力

会
ぐ
か
内
野
フ
ラ
イ
に
倒
れ
た
瞬
間
ヽ
団
旗
の
手
入
れ
な
ど
の
活
動
を
両
　
″
　
て
る
　
　
い
っ
ぱ
い
応
援
す
る
一
葛
生
を
兇

ｔ
‰
第
五
十
九
代
団
長
兼
旗
手
長
の
平
開
し
て
い
る
。
「
後
継
者
が
い
な
　
　
　
声
援
″

広
カ
　
　
　
て
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動
し
た
。
瓢

山
援
丘
賀
系
さ
ん
と
副
団
長
の
村
松
綺
貴
い
か
ら
と
い
玉
放
っ
て
お
日
な
存
続
の
危
機
を
迎
え
て
い
る
も
内
応
援
団
の
ｒ
本
と
し
て
存
続
し

‐４
応
が
さ
ん
の
心
に
は
、
試
合
だ
け
で
な
い
。
来
年
の
言
ま
で
は
団
を
守
の
の
、
積
極
的
な
団
員
勧
誘
は
行
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
。

匹
Ｊ
Ｊ

ぐ
、
応
援
団
の
歴
史
か
「
終
わ
っ
る
の
が
自
分
の
役
目
」
と
決
心
し
わ
な
い
。
「
白
分
た
ち
の
。
活
動
を
半
財
紀
以
上
、
甲
府
二
局
生
徒

郡
府
府
息
と
い
う
巴
い
が
よ
ぎ
っ
た
。
た
平
賀
さ
ん
に
触
発
さ
れ
、
村
松
昂
こ
学
的
に
入
玉
く
る
人
を
叱
匹
し
っ
・
だ
）
激
励
し
て
昇

Ｊ
ｌ
　

県
内
屈
指
の
歴
吏
　
　
さ
ん
も
行
動
を
共
に
し
て
い
両
　
で
な
け
れ
ば
続
け
ら
れ
な
い
」
・
い
平
応
楼
1
1
ス
マ
ー
ー
呈
百
公
応

校
る
＝
　
　
　
　
　
　
　
二
人
と
も
・
先
輩
の
応
援
す
る
弓
賀
さ
ん
と
い
う
。
　
　
扱
と
い
う
時
代
の
誼
が
押
し
迦
せ

皿
匹
　

関
係
者
に
よ
る
と
、
同
校
の
応
に
あ
こ
か
れ
て
入
団
。
－
児
る
入
早
高
絞
・
ル
援
連
間
隔
応
沙
翁
石
申
、
伝
統
の
応
捉
団
へ
の
声
部

余
接
　
防
団
は
昭
和
一
丁
年
代
而
Ψ
・
に
誕
に
感
動
を
９
え
、
選
ｒ
を
。
な
づ
理
事
長
の
泊
一
陣
ｕ
ｍ
川
箆
気
ぱ
が
仙
い
す
リ
大
聊
く
な
で
て
。
い

　
　
　
寸
し
た
と
さ
れ
、
Ｈ
川
原
と
妊
ん
け
る
沁
拶
を
し
た
い
’
と
い
う
。
応
援
団
に
入
ろ
に
は
、
懸
坦
う

　
Ｔ
成
川
一
年
（
２
０
０
７
）
年
９
月
2
3
目
の

山
梨
日
日
新
聞
に
こ
ん
な
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。
「
　
高
応
援
団
存
続
の
危
機
」
と
い
う
見

出
し
の
そ
の
記
事
の
中
味
は
、
平
成
1
9
年
の

時
点
で
団
員
が
２
名
。
い
ず
れ
も
。
二
年
生
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
甲
府
一
高
の
応
援
団
と

’
一
［
え
ば
、
創
部
し
て
か
ら
牛
世
紀
余
り
。
甲

府
コ
筒
出
身
な
ら
入
学
し
て
す
ぐ
の
応
援
練

習
は
誰
も
が
高
校
時
代
の
思
い
出
の
一
つ
に

ト
げ
る
は
ず
。
昭
和
2
0
年
代
前
半
に
誕
生
し

た
。
高
応
援
団
は
県
内
で
も
屈
指
の
歴
史
を

持
つ
。
。
こ
れ
ま
で
に
団
長
一
人
と
い
う
時
代

も
あ
っ
か
が
、
そ
れ
で
も
後
輩
へ
と
受
け
継

が
れ
続
け
て
き
た
応
援
団
。

　
平
成
2
1
年
（
２
０
０
９
）
、
そ
ん
な
応
援
団

を
消
滅
さ
せ
た
く
な
い
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の

メ
ン
バ
ー
が
兼
部
と
い
う
形
で
活
動
を
続
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
本
誌
の
1
2
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
応
援
団
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
メ
ン
バ
ー
。

こ
の
写
真
を
弛
て
、
懐
か
し
い
と
思
っ
た
方
も

い
る
は
ず
。
学
帽
は
現
在
は
廃
止
に
な
っ
て
い

て
、
学
帽
を
こ
う
や
っ
て
見
ら
れ
る
の
は
応
援

団
員
の
姿
だ
け
づ
現
存
二
年
生
の
男
7
.
５
名
、

応
援
委
員
と
い
う
形
で
女
．
ｊ
一
名
の
計
６
名
が

応
援
団
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
「
殼
近
の
れ

者
は
」
と
多
く
の
人
人
が
。
。
‥
い
ま
す
。
し
か
し
、

甲
府
Ｔ
萌
の
学
生
は
ら
ょ
っ
と
違
い
ま
す
ノ
長

い
歴
史
を
ぐ
け
1
1
1
め
な
が
ら
、
新
し
い
扉
を
。

つ
ず
つ
開
け
て
い
く
　
そ
ん
な
力
を
持
っ
て
い

る
学
牛
な
の
で
す
。
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５年ぶりに活動再開･II=

名門復活なるか？

　
平
成
2
0
年
盲
０
０
ｊ
９
月
1
9
日
の
山

梨
新
報
の
文
化
通
信
に
、
５
年
ぶ
り
に
活
動

再
開
と
な
っ
た
甲
府
∵
尚
演
劇
部
の
記
事
加

掲
載
さ
れ
た
。
昭
和
2
3
年
（
１
９
４
８
）
に

誕
生
し
た
コ
節
演
劇
部
は
、
当
時
県
内
で
初

の
高
校
演
劇
部
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
か
つ

て
は
関
東
大
会
に
幾
度
と
な
く
出
場
す
る
な

ど
、
山
梨
県
内
の
高
校
の
中
で
も
屈
指
の
名

門
校
た
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
部
員
加
減

少
し
、
平
成
図
年
｛
２
０
０
り
サ
に
は
休
耶

七
ケ
浜
な
く
さ
れ
た
。

　
屈
同
窓
巾
に
拓
植
さ
れ
た
年
の
４
月
に
県
内

を
巡
回
に
活
動
す
る
劇
団
・
ジ
ア
ス
主
宰
の
砂

渥
卸
一
元
１
加
赴
汀
し
た
こ
と
が
復
活
の
き
っ

か
け
と
々
っ
た
　
投
票
の
中
で
▽
筒
の
演
劇
部

の
ぴ
史
を
紹
介
し
八
寸
」
と
が
ら
、
当
時
英
語
科

の
２
千
生
ご
っ
た
白
沢
実
物
さ
ん
が
「
伝
統
を

復
。
循
さ
財
た
い
」
と
砂
洲
先
生
に
顧
問
就
任
を

|目

八
州

成

21
年

y

、

、
ぶ
俯
支
財
問
し
た
　
そ
の
咬
、
才

り
乙
０
０
り
・
の
ー
・
川
に
３
年
生
が
営

１２

入

七
部
‥
□
は
リ
乙
入

な
っ
て
し

よ
い
か
　
し
か
し
、
リ
】
八
の
詐
‥
１
１
は
、
、
八
八
居

・
ビ
門
巾
九
回
出
馬
を
対
か
し
て
い
る
　
練
ぷ
目
は

ソ
シ
ー
ム
ク
、
ス
ト
レ
ノ
斤
、
演
引
用
の
エ

ク

･
1 1

il･

イ
ベ
、
ダ
ン
ス
、
兄
’
‥
加
判
円
勺
ご
几
レ
．

d ･ J I

I 』 |

I

I I

,

I

I

･

=

||･
4く

Ｖ

問
白
か
げ
て
い
Ｉ
パ
ー
れ
る
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l

ド白

い」レ
／､?

、
ノ
ク
’

゛
゛
ぽ
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車
汀
門
ヅ
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甲府－の山本大喜主将が宣誓JS､.

｜｜j拉

｢!II｣

の
夏
へ
、
選
手
宣
誓
。

眉一瓢�⊥LLi涵

　選手宣誓をする
　甲府－の山本大
　喜主将一小瀬

「
今
ま
で
へ
の
感
謝
の
思
い
込
め
た
」

　
甲
府
一
の
山
本
大
喜
主
将
が
「
最
高
の
仲

間
と
共
に
最
高
の
夏
に
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
し
た
。

　
　
［
み
ん
な
の
代
表
と
し
て
、
緊
張
し
た

が
、
気
持
ち
を
す
べ
て
出
し
切
る
こ
と
が
出

来
た
］

　
宣
誓
の
中
で
一
番
強
調
し
た
か
っ
た
の

は
、
「
感
謝
の
気
持
ち
と
野
球
へ
の
思
い
」

た
っ
た
。
こ
れ
ま
で
野
球
を
続
け
て
き
た
な

か
で
、
多
く
の
人
に
世
話
に
な
っ
た
か
ら
だ

と
い
う
。

い
八

朔
、
チ
ー
ム
の
仲
間
か
ら
「
頑
張
っ
て
こ

い
」
と
送
り
出
さ
れ
た
。
途
中
で
言
葉
に
詰

ま
る
の
で
は
、
と
心
配
す
る
声
も
あ
っ
た

が
、
「
自
分
で
は
１
０
０
点
満
点
の
出
来
だ

っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
甲
府
一
は
1
2
日
、
富
士
北
麓
球
場
で
白
根

と
対
戦
す
る
。

　
　
「
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
日
々
練
習
を
し
て
き
た
。
そ
の
感
謝
の

思
い
を
（
試
合
の
）
一
球
一
球
に
込
め
て
い

く
。
こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と
し
て
、
野
球
人

生
の
す
べ
て
を
こ
の
大
会
に
出
し
切
り
た

い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　
‐
‘
咬
２
１
自
一
一
２
０
０
９
一
７
月
1
2
目
の
私

目
片
刊
の
紙
面
に
は
、
面
目
小
瀬
球
場
で
開

万
人
‐
か
ハ
‥
わ
れ
た
‥
‥
四
校
野
球
山
梨
予
選
大
会

り
ば
’
ド
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
年
、
選

ｊ
‐
い
に
∵
ご
務
め
た
の
は
甲
府
二
爾
野
球
部
主

行
㈲
田
本
九
喜
以
。
選
ｒ
‐
一
日
言
を
決
め
る
ク

ビ
ざ
引
い
た
時
に
Ｉ
当
た
る
予
感
が
し
た
」

と
い
う
山
本
君
。
「
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
私
た
ち
の
野
球
へ

の
思
い
の
全
て
を
一
抹
一
球
に
込
め
、
こ
の

夏
を
最
高
の
仲
間
と
と
も
に
最
高
の
夏
に
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
官
。
誓
し
か
。

　
こ
の
Ｉ
．
目
薬
の
中
に
あ
る
「
感
謝
の
気
持
ち

と
野
球
へ
の
思
い
」
は
全
て
の
野
球
少
年
た

ち
の
思
い
に
通
じ
る
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
野

球
を
続
け
て
き
た
少
年
た
ち
は
、
野
球
を
続

け
る
中
で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
’
&
｡
x
/
の
野

球
少
年
か
ら
が
目
指
す
甲
子
園
へ
の
道
よ
号

の
舞
台
へ
近
づ
く
た
め
に
、
計
り
知
れ
な
い

は
ど
の
努
力
を
続
け
て
き
た
、
、
そ
し
て
、
晴

れ
の
＝
山
本
君
を
始
め
で
高
の
野
球
部
［
ロ
、

ぞ
の
口
口
小
面
球
場
に
’
。
ご
っ
た
分
て
の
野
球
少

年
た
ら
は
、
出
本
く
ん
の
宮
詣
・
‥
の
Ｉ
．
‥
葉
の
中

に
自
分
の
・
こ
れ
ま
で
の
野
球
人
生
を
収
ね
ひ

わ
廿
、
見
え
て
く
れ
た
多
く
の
人
の
こ
と
今

思
い
出
し
た
は
ぐ
だ

ｌ
り
り
ｉ

膜

坤
｜ , ･

，

右
記
の
1
9
ベ
ー
ジ
に

吊
汗
ハ
っ
こ
ゲ
．
・
フ
シ

』
－
－

げ１

一
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創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
た
平
成
９
９
一
年

（
２
０
１
０
）
の
夏
、
甲
府
コ
尚
に
ま
た
新
し

い
歴
史
が
加
わ
っ
た
。
そ
れ
は
、
制
服
。
こ

れ
ま
で
甲
府
コ
昌
の
女
子
生
徒
の
制
服
と
い

え
ば
、
開
析
シ
ャ
ツ
に
吊
り
の
ス
カ
ー
ト
。

多
く
の
同
窓
生
が
こ
の
一
高
ス
タ
イ
ル
を
経

験
し
て
き
た
。
あ
る
6
0
代
の
Ｏ
Ｇ
の
お
話
に

よ
る
と
、
「
当
時
、
甲
府
二
高
（
現
甲
府
西
高
校
）

や
英
和
高
校
の
セ
ー
ラ
ー
服
が
と
て
も
円
愛

く
見
え
ま
し
た
。
丁
仙
と
い
っ
た
ら
、
吊
り

ス
カ
ー
ト
　
夏
は
と
て
も
暑
か
っ
た
の
を
覚

』
凡
て
い
ま
す
」
。
こ
こ
数
年
の
夏
の
暑
さ
は
尋

常
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
多
く
の
生
徒
か
ら

脱
の
制
服
を
見
直
そ
う
と
い
う
意
見
が
出
、

生
恍
自
治
会
が
と
り
ま
と
め
学
校
へ
要
望
し

た
　
圭
ず
］
班
初
に
上
が
っ
た
の
が
、
女
．
Ｌ
の

ス
カ
ー
ト
。
こ
こ
数
年
、
中
学
生
が
高
校
を

選
ぶ
理
由
の
。
つ
に
制
服
の
円
愛
さ
が
あ
る

と
い
う
　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
吊
り
ス
カ
ー

ト
に
、
チ
ェ
ッ
ク
柄
の
ブ
リ
ー
ツ
ス
カ
ー
ト
、

維
但
の
ブ
リ
ー
ツ
ス
カ
ー
ト
を
追
加
し
、
ど

れ
を
着
用
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
、
価
さ
を
少
し
て
も
和
ら
げ
る
た
め
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
も
夏
の
開
は
白
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

谷
川
を
許
旺
。
一
高
始
ま
っ
て
以
来
の
大
き

な
訓
服
苓
命
が
起
こ
っ
た
の
だ
、
生
徒
自
治

公
長
の
古
屋
ゆ
い
さ
ん
は
、
二
仏
統
を
受
け
継

ざ
な
が
ら
も
、
粕
し
い
時
代
へ
と
向
か
ビ
犬

い
く
　
そ
ん
な
。
歩
を
踏
み
出
Ｌ
た
い
Ｉ
レ
。

抑
い
を
訪
ノ
犬
い
る

　
。
高
の
同
窓
会
の
中
に
は
女
性
が
発
足
し

た
「
一
終
会
」
が
あ
る
。
当
叫
の
凛
と
し
た

コ
］
四
良
子
の
精
神
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
ヒ

受
け
継
が
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

(い)

一

一一
｜
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創立130周年記念式典
　演奏会・記念祝賀会

　　　　　　　IljlJL22年（2010）10Jj 22 日【金】に山梨県民文化ホールにおいて、

　　　　　　　　　　　　　　nl』ヽI削30周年記念式典が行われまＬた。

　　　　　　　　桧|は在校生、同窓生、来賓、保護者など多くの方々が出席し、

　　　］:罰周年という長い所史を振り返るとともに、未来へつながる一歩を祠認Ｌました、

　　　　　　　　　　　　　　前半は記念式典、後半は演奏会を開催。

演必j2 Jは、同窓生のドラマーの森山威男さんと現役吹奏棄却とのセッションという夢の一則山･が･jjl､|、

　　　　　　　　　　　　　　会場を大いに盛り上げてくれました｡

●　●創立１ ３０周年記念式典嚇 lal
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自
習
室
の

学
力
と
進
学
実
績
の
向
上
を
目
的
に
し
た

Ｔ
円
習
室
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

学
習
用
ブ
ー
ス
や
エ
ア
コ
ン
・
防
音
設
備
が
設
置
さ
れ

生
徒
の
評
判
も
上
々
で
す
。

完

成

　-ら
Ｊ

｀､ｔ

マ
イ

ク
　
ロ

ぐ
ヘ

　
ノ

ス
の
寄
贈

－
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〆

３０

日
新
基
金

　
出
窓
万
策
の
二
環
と
し
て
新
た
に
設
け
ら

れ
た
日
翻
基
金
は
、
ソ
フ
ト
面
へ
の
援
助
で

ー
≒
「
個
性
的
で
創
造
性
に
富
み
、
卓
越
し

た
指
導
力
を
持
つ
生
徒
」
の
育
成
の
た
め
の

誌
金
で
あ
り
、
生
徒
自
身
が
考
え
た
企
画
に

対
し
て
経
済
的
支
援
を
行
い
、
生
徒
の
夢
や

希
望
の
実
現
を
汲
押
し
す
る
も
の
で
す
。
第

１
回
目
の
今
年
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
る
国
際
通
貨
延
齢
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）

本
部
、
肝
腎
銀
行
な
ど
を
３
ダ
‥
の
生
徒
が
視

察
す
る
こ
と
に
な
づ
て
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
プ
ロ
ジ
瓦
ク
ト
に
つ
い
て
は
、

本
校
Ｏ
Ｂ
で
現
存
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
副
力
務
坦
・
事

の
篠
に
尚
之
さ
ん
（
8
1
ペ
ト
ジ
に
寄
秘
文

Ｗ
４
ｊ
に
多
大
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
∇
筒
１
の
壮
の
た
め
、
明
�
へ

の
一
廓
の
か
め
、
こ
の
日
柄
払
八
小
は
。
中
一
成

2
2
年
度
か
ら
５
・
ｊ
‐
㈹
実
施
さ
れ
ま
寸

Ｉ
Ｍ
Ｆ
フ
ロ
ン
ー
ッ
ト
に
彭
仰
土
石
コ
バ

ー
ヤ
汗
し
ふ
口

目
ｆ
’
‐
団
い
。
ハ

に
ト
仁
目
に
Ｊ
Ｉ
゛
‘

0
4
資
料
展
示

　
こ
れ
ま
で
甲
府
・
’
高
は
、
日
参
は

も
と
よ
り
匿
界
で
活
躍
す
る
卒
業
生

を
多
く
排
出
し
て
き
ま
し
た
　
今
川
、

創
立
１
３
０
周
年
を
記
念
し
て
、
末

末
を
押
う
よ
筒
土
の
向
上
心
や
心
ぃ
か

な
人
間
性
、
母
校
。
夏
を
Ｉ
言
Ｊ
’
ｊ
４
ｊ
４
：

| |

∃ I 1 1 1

に

≒
回

|

諸
兄
川
中
勺
刀
ハ
札
へ

ｗ
ｊ
川
－
タ
『
・
レ
ー
ｊ
ｙ
４
‐
″
！
－

―
け
．
・
’

レ
ャ
‥

あ
こ
出
‥
胆
石
巾
‥
賜
に
資
リ
ヤ
ド
1
1
‐
…

ｔ



石
橋
湛
山

母
校
の
後
輩
へ
の
手
紙
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昭
和
2
3
年
（
１
９
４
８
）
１
月
3
1
口
伺
で
石
橋
湛
山

が
甲
府
中
学
校
の
生
徒
に
あ
て
た
手
紙
が
、
昨
秋
甲
府

一
高
関
係
者
に
よ
り
発
見
さ
れ
、
甲
府
一
高
に
寄
贈
さ

れ
た
。
甲
府
一
高
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と

っ
で
あ
る
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
そ
の
レ
プ
リ
カ
が
展

小
さ
れ
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
手
紙
が
書
か
れ
た
事
情
を
知
る
た
め
に
湛
山
に
関

り
る
数
点
の
資
料
に
あ
た
っ
て
見
て
、
湛
山
は
日
本

近
代
史
上
に
そ
び
え
た
つ
名
峰
で
あ
る
こ
と
を
今
更

な
が
ら
実
感
し
た
。
ち
な
み
に
湛
山
が
「
政
治
的
良

心
に
従
い
ま
す
」
の
書
簡
を
出
し
総
理
大
臣
を
潔
く

辞
し
か
６
ヶ
月
後
の
5
7
年
1
0
月
に
早
く
も
、
辞
任
を

階
し
む
各
界
著
名
人
の
声
を
集
め
た
「
名
峰
湛
山
」

が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
唐
山
は
戦
面
暴
走
す
る
軍
部
に
異
を
唱
え
た
言
論

人
と
し
て
活
躍
し
、
戦
後
政
界
に
転
じ
た
。
終
戦
直

汝
［
兜
生
目
本
の
針
路
］
の
論
文
に
よ
っ
て
日
本
の

と
る
べ
き
指
針
を
明
確
に
指
し
示
し
、
4
6
年
５
月
大

威
人
臣
に
就
任
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
石
橋
財
政
」
に
よ
っ

て
汝
の
「
高
度
経
済
成
長
」
に
つ
な
が
る
、
経
済
復
画
ハ
、

国
家
再
建
の
根
幹
を
築
く
こ
と
に
心
血
を
注
い
だ
。

大
臣
在
任
中
の
4
6
年
９
月
湛
山
が
母
校
を
訪
ね
、
一
ク

ラ
ー
ク
先
生
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
し
た
柄
学
校
は

沢
山
に
ｎ
‥
の
拝
受
を
懇
請
し
た
。
湛
山
が
4
7
斧
８
月

に
蝉
ぷ
。
を
削
っ
た
こ
と
に
対
し
、
登
4
8
年
、
生
徒
の

氏
八
か
当
時
の
近
藤
校
長
が
年
賀
の
挨
拶
と
と
も
に
、

贈
呈
に
つ
い
て
の
謝
意
を
送
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
。
以
前
は
そ
れ
に
対
ｊ
る
返
之
‥
で
あ
る
。

　
湛
山
は
大
蔵
大
臣
と
し
て
戦
後
経
済
復
脛
ハ
を
強
力

に
耽
め
る
過
程
で
、
戦
時
補
償
債
務
打
ら
切
り
問
題
、

拝
啓
新
年
勿
々

の
御
状
薪
有
拝
見

に
ま
し
た
ご
ｏ
ぶ
穿

ど
永
）
Ｅ
ｏ
回
の
三
語

は
ク
ラ
ー
ク
博
士
の

訓
石
と
し
て
私
が

Ｊ
日
甲
・
削
中
学
に
て

人
肌
小
健
校
長
か
ら

敦
へ
ら
れ
年
来
窃
に

自
分
の
座
右
の
銘

と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
寸

の
で
文
字
は
椙
い

が
之
を
記
し
て
差

に
Ｌ
げ
た
の
で
す
訃
し

此
の
語
の
裏
に
は

桐
ご
と
に
ま
れ
志
を

び
で
た
な
ら
ゼ
剔

強
く
努
力
せ
よ

石
の
上
に
も
三
年

と
匹
ふ
訓
辞
の
含

ま
れ
ｙ
ゐ
る
．
｝
と
を

見
落
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
参
に
叫

手
紙
に
は
こ
の
趣

意
か
善
く
理
解

さ
れ
で
ゐ
る
こ
と
か
現

柱
矢
ゐ
ま
Ｔ
の
で
誠
に

嬉
し
く
俘
じ
ま
し
た

益
々
御
勉
強
ド
さ
れ

ん
こ
と
を
礼
に
て
や
み

ま
計
ん
　
仏
も
包
１
な

が
ら
諸
白
に
い
け
ず

殖
強
す
る
つ
も
り
で
ｔ

旅
行
等
の
為
め
遅

鈍
し
よ
Ｉ
ご
が
貝
－

’
．
ド
に
い
ｔ

昭
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．
．
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石
橋
湛
山

母
校
の
後
輩
へ
の
手
紙

石
炭
増
産
問
題
、
進
駐
軍
経
費
問
題
な
ど
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ

（
占
領
軍
最
高
司
令
部
）
と
鋭
く
対
立
し
た
。

　
進
駐
軍
経
費
は
賠
償
費
と
し
て
日
本
が
負
担
し
て
お

り
、
駐
留
軍
人
の
ゴ
ル
フ
場
、
邸
宅
建
設
、
贅
沢
品
な

ど
の
経
費
ま
で
舎
ん
で
い
て
、
日
本
の
国
家
予
算
の
３

分
の
Ｉ
を
占
め
て
い
た
。
当
時
日
本
は
戦
禍
が
至
る
所

に
残
り
、
食
料
も
住
宅
も
衣
料
も
何
も
か
も
不
足
し
て

い
た
。
６
０
０
万
前
後
の
失
業
者
、
６
３
０
万
に
及
ぶ

海
外
邦
人
・
軍
人
の
引
き
揚
げ
、
戦
災
孤
児
、
戦
争
寡
婦
、

統
制
品
・
隠
匿
物
資
の
横
流
し
、
闇
取
引
の
横
行
な
ど

最
悪
の
状
況
で
あ
っ
た
。
4
7
年
に
筆
者
は
小
学
校
に
入

学
し
た
が
、
空
襲
に
よ
り
校
舎
は
消
失
し
て
い
て
、
焼

け
残
っ
た
隣
り
の
小
学
校
に
通
学
し
た
。
そ
う
し
た
状

況
下
で
の
限
度
を
越
え
た
巨
額
の
負
担
の
軽
減
を
、
湛

山
は
堂
々
と
要
求
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
も
占
領
政
策
の
円
滑
化

や
諸
外
国
の
評
価
な
ど
を
考
慮
し
、
日
本
の
負
担
額
を

２
割
ほ
ど
削
減
し
た
。
戦
時
の
軍
部
の
暴
圧
は
さ
り

な
が
ら
、
敗
戦
直
後
の
占
領
軍
の
威
圧
力
は
今
日
で

は
想
像
で
き
ぬ
強
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
湛
山
は
、

感
情
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
で
は
な
く
、
具
体
的

な
事
例
と
数
字
を
挙
げ
、
情
理
を
尽
く
し
て
占
領
軍

を
説
得
し
た
。
し
か
し
湛
山
は
占
領
軍
と
の
薩
賂
に

よ
り
ア
メ
リ
カ
の
不
興
を
買
い
、
あ
ろ
う
こ
と
か
戦

時
中
に
軍
国
主
義
を
鼓
吹
し
た
と
い
う
事
実
無
根
の

理
由
で
4
7
年
５
月
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
公
職
追
放
の
処
分

を
受
け
、
5
1
年
ま
で
政
界
か
ら
退
け
ら
れ
た
。

　
時
流
に
流
さ
れ
ず
ど
ん
な
圧
力
に
も
怯
ま
ず
骨
太
の

平
和
主
義
、
自
由
主
義
を
貫
い
た
日
本
近
代
史
上
最
高

の
言
論
人
と
も
い
わ
れ
る
湛
山
が
こ
の
い
わ
れ
な
い
処

分
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
心
境
で
お
ら
れ
た
か
察
し
て

余
り
あ
る
。
作
家
託
言
隆
之
は
前
述
の
書
箇
中
の
名
文

句
を
題
名
と
す
る
自
著
の
中
で
「
湛
山
の
両
目
か
ら

は
血
涙
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
の
憤
り

が
あ
っ
た
」
と
表
現
し
て
い
る
。
湛
山
は
公
職
追
放

の
前
後
要
人
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
質
問
書
・
抗
議
文
・

弁
駁
書
の
作
成
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
高
官
と
の
会
見
な
ど
で
多
忙

を
極
め
て
い
る
が
、
母
校
生
徒
へ
の
約
束
を
忘
れ
ず
、

書
を
揮
毫
し
、
贈
呈
し
て
い
る
。
公
職
追
放
後
も
湛
山

は
決
し
て
泣
き
寝
入
り
せ
ず
、
ア
メ
リ
カ
政
府
・
議
会

要
人
へ
の
書
簡
送
付
、
Ｔ
一
ュ
ー
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク
」
・

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
な
ど
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
ヘ
の
投
稿
な
ど
抵
抗
を
続
け
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の

言
論
機
関
や
良
心
的
知
識
人
も
こ
れ
を
取
り
上
げ
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
対
日
政
策
へ
の
批
判
も
現
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
Ｔ
一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」
は
「
日
本
に
お
い

て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
横
面
を
張
っ
た
唯
一
の
男
」
と
い

う
見
出
し
を
つ
け
て
唐
山
に
つ
い
て
論
評
し
た
と
い
う
。

　
母
校
へ
の
手
紙
の
内
容
は
ク
ラ
ー
ク
博
士
の

｢
B
o
y
s
｡
b
e

A
m
b
i
t
i
o
u
s
l
｣
に
触
れ
、
志
を
立
て
て

忍
耐
強
く
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
き
、
自
ら

も
母
校
の
後
輩
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
勉
強
す
る
決

意
を
示
し
て
い
る
。

　
湛
山
は
手
紙
の
中
で
中
学
生
た
ち
に
語
り
か
け
た

よ
う
に
、
生
涯
最
大
の
窮
地
・
逆
境
の
さ
な
か
、
忍

耐
強
く
志
を
持
ち
続
け
、
や
が
て
政
界
に
復
帰
し
、

通
商
産
業
大
臣
、
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。
そ
の
後

も
日
中
・
日
ソ
の
国
交
回
復
・
関
係
改
善
の
土
台
を

築
き
、
冷
戦
構
造
を
打
ち
破
ら
ん
と
奔
走
し
、
国
際

平
和
に
大
き
く
貢
献
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
・
大
西
勉
（
昭
和
3
4
年
卒
）



高校牛の時、

どんな嬰を描いていたのだろう。

あの時、

自分は何に向かって進んでいたのだろう。

甲府一高|司窓牛４名の方から

寄稿文を寄せていただきまＬた。

言葉の一つひとつに、

甲府一高牛たる思いが詰まっています。

未
来
へ
の
扉



森山賊男（昭和38年卒業）
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「
創
立
１
３
０
周
年
の
甲
府
第
一
高
等
学
校
に
感
謝
し
ま
す
」

　
甲
府
第
二
昌
等
学
校
の
入
学
は
夢
の
実
現
へ
の

第
一
歩
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
合
格
す
れ
ば
、
東

ぐ
の
犬
学
へ
れ
‥
か
せ
て
も
ら
え
る
か
ら
で
す
。
他

の
ハ
と
欧
争
を
１
る
の
が
嫌
い
な
私
で
し
た
が
、

受
験
に
目
標
を
置
い
た
自
分
と
の
戦
い
に
は
楽
し

み
を
目
ｍ
出
し
ま
し
か
こ

　
と
こ
ろ
が
、
楽
し
い
は
ず
の
高
校
生
活
も
、
音
楽

や
演
刺
の
出
岑
に
憧
れ
て
い
た
私
に
は
何
の
意
味
も

か
く
、
つ
圭
ら
な
い
も
の
で
し
た
。
た
だ
、
部
活
の

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
だ
け
が
唯
一
の
楽
し
み
で
し
た
。
い

わ
ぱ
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
練
習
の
た
め
だ
け
に
学
校
に

い
っ
て
い
か
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
見
か
け
親
切
に
教
え
て
く
れ
、
家
に
相
伴
し
、
ジ
ヤ

ス
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
仲

四
1
1
1
1
辻
ぱ
阿
て
ち
話
し
臼
え
る
、
兄
弟
以
ト
の
付
き
合

い
で
Ｉ
ハ

ブ
・
で
も
私
の
心
の
中
で
こ
の
関
係
は
変

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
廿
‘
ん
Ｉ

　
Ｅ
。
ヽ
目
柴
の
へ
ふ
。
卜
九
牛
の
計
ら
い
で
東
京
ご
大
を
目
指
す

こ
と
か
で
久
た
の
は
何
よ
り
も
珀
し
い
ヽ
』
と
で
し
た
。

‐
八
四
校
ぐ
験
辻
川
に
よ
う
に
、
ま
た
自
分
と
の
戦
い
が
始

ｔ
‐
ｏ
ま
し
か
　
１
仲
間
に
八
万
だ
け
で
１
回
を
、
７
則

叩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
年
、
芸
大
打
楽

器
合
格
者
の
３
人
の
中
に
私
も
い
ま
し
た
。

　
今
思
う
と
、
高
校
時
代
は
「
さ
な
ぎ
」
の
よ
う
な

時
代
で
す
。
破
る
こ
と
の
で
き
な
い
蓑
で
が
ん
じ
が

ら
め
に
さ
れ
て
、
ど
う
あ
が
い
て
も
自
由
に
な
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
ま
す
。

「
ど
う
し
て
成
績
だ
け
で
人
を
判
断
す
る
ん
だ
」
と

か
「
自
分
の
努
力
を
誰
も
認
め
て
く
れ
な
い
」
と
か

フ
目
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
誰
も
褒
め
て
く
れ
な
い
一

と
か
。
そ
し
て
な
ん
と
か
そ
こ
か
ら
出
た
い
と
田
』
い

ま
す
。
で
も
無
理
で
す
。

　
だ
っ
て
「
さ
な
ぎ
Ｉ
だ
か
ら
。
蓑
の
中
の
「
本

当
の
自
分
」
を
見
て
も
ら
え
る
こ
と
な
ど
な
い

の
で
す
。
で
も
が
っ
か
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

明
日
に
は
、
美
し
い
羽
を
広
げ
て
大
空
に
必
ず
飛

び
立
つ
の
で
す
か
ら
。
そ
の
時
、
美
し
い
蝶
の
あ

な
た
に
は
「
さ
な
ぎ
一
の
面
影
は
と
こ
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ま
で
ほ
ん
の
少
し
の
開
、
蓑
の
中
で
自
分

に
つ
い
て
考
え
、
得
分
を
夢
に
見
、
賤
び
霖
つ
た

め
の
力
を
溶
え
る
の
で
す

－ 一 一一一
一

-
--

Ｆ



　　中村和夫（昭和４０年卒業）

昭l』44年京都大学薬学部を卒業。大学卒業と同時

に製薬大手、三共（現痢一三共Jに入社。プロジェ

クトリーダーを務めた高漣痕症治療剤「メバロチン」

か空前のヒソト。平底４年４月シミック株式会社社

長に就任Ｌ、現在は会長蒙社長。

光
る
個
性
を
育
む
時
代

　
昨
今
で
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
大
切
さ
が
謳
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
私
の
そ
れ
は
高
校
時
代
に
確
立
し

た
と
百
っ
て
過
阿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
の
高
校

生
の
分
際
で
鼻
っ
柱
が
強
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
熱
い
情
熱
を
持
つ
仲
間
か
ち
と
天
下
国

家
を
諭
し
合
い
、
ロ
本
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
て
い

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
高
校
生
活
の
中
で
多
く
の
級

友
た
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
鮭
ハ
昧
を
追
及
し
、
自
ら
の
専

門
分
野
を
に
極
め
て
い
き
ま
し
た
が
、
私
の
場
合
は

化
学
の
分
野
に
惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た

　
払
は
頑
少
時
よ
り
化
学
が
好
き
で
、
山
宅
の
庭
に

撰
述
で
小
屋
の
ー
化
学
実
験
室
」
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、

物
質
の
化
学
反
応
を
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
が
失
敗
で
し
た
が
、
模
型
の
ロ
ケ
ッ
ト
や
低

翼
の
エ
ン
ジ
ン
飛
行
機
な
ど
は
実
際
に
飛
行
す
る
も

の
も
あ
り
、
小
学
生
に
し
て
は
な
か
な
か
の
出
来
ば

え
だ
っ
た
と
我
な
が
ら
感
心
し
て
い
ま
す
。
高
校
で

も
化
学
部
に
所
属
し
、
色
々
な
化
学
物
質
を
混
ぜ
合

わ
廿
。
て
ジ
ュ
ー
ス
の
素
や
香
水
を
作
っ
て
は
級
友
に

振
る
舞
っ
・
で
い
ま
し
た
ー
二
朗
詮
は
子
供
の
実
験
な
の

で
微
友
た
ち
に
は
あ
ま
り
感
ば
れ
て
は
い
な
か
っ
た

と
患
い
ま
す
が
、
当
の
本
人
は
新
し
い
も
の
を
作
り

出
し
た
息
び
を
他
人
に
も
分
か
っ
て
ほ
し
い
▽
心
で

ロ
夜
実
験
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
大
学
、
就
職
も
迷

わ
ず
そ
の
方
向
に
進
み
、
今
は
医
薬
品
関
連
の
会
社

を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
甲
府
コ
局
の
級
友
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
功
門
を

極
め
て
い
る
人
が
多
く
、
高
校
生
の
時
に
行
っ
た
「
日

本
が
、
社
会
が
こ
の
先
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と
い
う

白
熱
し
た
議
論
が
、
各
人
の
中
で
生
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
り
。
私
も
同
様
で
、
「
社
会
に
と
っ

て
必
要
な
も
の
か
」
を
自
問
自
答
し
な
が
ら
仕
事
を

し
、
今
ま
で
∵
度
た
り
と
も
そ
の
軸
か
ぶ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
か
、
も
ち
ろ
ん
、
葛
藤
や
迷
い

に
心
�
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
勺
が
、
多
感
な
高
校
時

代
に
熱
く
語
り
あ
っ
た
も
の
は
私
の
心
に
深
く
定
着

し
、
ゆ
る
き
な
い
柘
念
と
な
っ
て
そ
の
後
の
生
き
方

‐

－

に
影
響
し
ま
し
た
。
「
社
会
に
と
っ
て
」
と
い
う
大
き

な
視
点
を
共
有
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野

で
活
躍
す
る
級
友
と
の
議
論
は
今
で
も
楽
し
く
て
仕

方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、
個
性
と
個
性
の
ぶ
つ

か
り
合
い
で
、
内
容
は
四
十
年
以
上
経
っ
た
今
も
当

時
の
よ
う
に
熱
を
帯
び
て
い
ま
す
。

　
国
際
化
が
飛
躍
的
に
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
築
く
こ
と
の
重
要
性
が
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
際
人
と
し
て
必
要

な
教
育
と
は
何
か
を
考
え
た
と
き
、
学
業
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
を
持
っ

て
き
た
か
、
と
の
よ
う
に
り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ
フ
を
養
っ

て
き
た
か
が
聞
か
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
活
動
な
ど
の
活
動
も
や
は
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
形
成
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
何
よ
り
、

高
い
志
を
持
つ
友
人
と
の
相
互
に
刺
激
し
合
う
交
友

関
係
は
、
多
様
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
醸
成
さ

れ
、
ア
イ
テ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
の
格
好
の
機
会
と

な
り
ま
す
。

　
在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
小
さ
く
ま
と
ま
ら
ー
に

大
き
な
夢
と
赤
字
を
朧
に
、
色
々
な
汀
四
面
に
果
敢
に

挑
戦
し
、
充
実
し
と
・
‥
匹
校
生
活
を
遥
っ
て
ほ
し
い
と

期
待
し
て
い
ま
す
、
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高
校
生
活
の
思
い
出
と
今

　
―
今
の
時
代
を
生
き
る
高
校
生
の
み
な
さ
ん
に

　
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
２
０
１
０

ｊ
６
目
ス
小
盛
年
探
査
隅
‐
1
1
は
や
ぶ
さ
」
は
6
0
憶

丿
口
Ｚ
Ｉ
ト
ル
の
旅
路
を
終
え
て
地
球
に
帰
還
、

引
‐
頴
‥
リ
の
汽
小
か
廿
じ
ノ
プ
ル
を
績
ん
だ
カ
プ
セ
ル

ｙ
ペ
パ
ー
呻
１
か
侑
、
山
斗
は
燃
え
り
き
、
使
命
を
貨

・
っ
Ｆ
そ
‐
‐
忖
　
小
心
ヅ
け
庖
加
佐
万
に
あ
り
、
池

。
礼
・
‐
に
の
指
サ
を
探
片
隅
が
受
け
取
る
の
は
数
ト

訃
隔
ｊ
９

こ
の
よ
う
な
状
況
ド
で
は
、
地
球
か

の
．
椙
引
今
敲
賎
ぶ
に
し
、
行
在
磯
目
身
が
自

1
1
1
川
田
’
１
一
一
八

に
回
ご
Ｉ
Ｊ

　
肌
‐
ヤ
ー
‥
門
院
川
－

良

一j

心
行
八
目
賤
の
「
白
律
」
が

か
ぃ
た
１
９
６
０
午
氏
の
甲
府
一

' |

･

，

i

｣

ﾔ

f n l

メC･

・
土
Ｆ
ヤ

伴
　
が
ゾ
絞
八
千
体
で
雄
φ

削
七
・
－
・
に
、
「
川
幅
高
尚
一

圭
一
ｊ
　
万
万
礼
い
八
に
け
害
像
で
き
な
い

一
一
Ｊ
♂
り

　
　
　
ー

　
－
Ｉ

　
　
　
Ｉ

に
－
’
－
Ｉ
ｓ

＝
ｆ
－

－
ｒ
心
ｊ

/ . j

ｊ
八

川
他

八

絹
帽

ｚ
ぃ
”
菌
ご
≒

り
卜
ｙ
よ
汐

　
ｊ
－
Ｉ
Ｉ
ｚ
♂

ｙ

Ｆ
心
の
・
‥
｛
咬
で
は

　
い
わ
ゆ
る
「
詰

内
ゾ
ー
か
多
数
い

比
‐
ｙ
つ
勺
あ
り
、
帽
’
Ｊ

‥
ド
‥
に
べ
る
と

川
口
�

み
な
か

| ’

－
よ
√
ぐ
｀
‥
バ
｀
戸
’
ヅ
じ
目
Ｌ
々
、
、

Ｊ
／
♂
―
‐
　
パ
Ｅ
Ｉ
！
Ｉ
Ｉ
卜
´
イ

結
局
。
校
則
」
の
改
正
と
い
う
形
で
制
帽
の
義
務

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
甲
府
工
局
に
は
、
そ
ん
な

生
徒
会
の
自
律
的
判
断
を
惟
重
す
る
姿
が
あ
り
ま

し
か
こ
生
徒
も
、
は
め
を
外
す
こ
と
は
あ
っ
て
も

自
分
だ
ち
な
り
の
原
理
原
則
は
守
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
甲
府
ク
［
ご
に
は
こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
高

校
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
慎
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
リ
ス
ク
を
こ
れ
る
翁
り
、
新
し
い
こ
と
、

稚
し
い
こ
と
は
礁
け
て
通
る
の
が
碍
研
の
よ
う
に

け
わ
れ
て
い
ま
す
。
数
学
前
に
あ
る
犬
孚
今
訪
れ

た
際
に
て
囲
叫
内
ト
目
石
竹
屋
ご
見
つ
け
た
　
ジ
ブ
｝
一

犀
［
万
丞
ヨ
ー
プ
［
］
こ
マ
ー
と
い
う
占
有
阪
が
、
肌
刀

部
屋
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
、

　
み
か
さ
ん
１
‐
｛
は
、
匿
刀
申
の
ー
当
か
こ
り
‥
潤
　
１
‐
｛

疑
問
を
侍
ら
、
い
い
・
ご
味
カ
汝
将
さ
を
こ
・
仕
ぐ
、

い
ろ
ん
な
こ
と
こ
こ
・
’
ヤ
レ
ン
ジ
し
ご
次
－
ミ
こ
・
巴

い
ま
１
ｊ
　
探
か
賎
　
け
心
ご
言
て
ー
ご
ん
ン
こ
ヒ

今
改
』
べ
で
’
べ
員
‐
こ
勺
シ
ソ
リ
ー
’
こ
士
古
乙

| ㎜
| －目 l l l l

一Ｆ
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日
新
基
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寄
せ
て

　
円
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
で
副
専
務
理
事
と
し

て
槌
き
始
め
て
、
一
年
近
く
が
過
ぎ
た
。
。
世
界
経
済

が
好
調
だ
っ
た
数
年
前
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
不
要
論
ま
で

出
て
い
た
が
、
昨
年
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

問
題
等
の
ソ
ブ
リ
ン
危
機
へ
の
支
援
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
最
近
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
注
目
度
を
高
め
、
忙
し

く
仕
事
さ
ぜ
ニ
こ
頂
い
て
い
る
。
ま
だ
暫
く
は
落
ち
著

か
な
い
桂
浜
状
況
が
長
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
ア
メ
リ
カ
（
ワ
シ
ン
ト
ン
）
に
あ
る

国
際
機
関
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
三
ト
人
間
欧
米
人
が

谷
く
、
日
収
一
八
は
四
―
人
強
で
あ
る
。
私
の
ボ
ス
｛
専

妨
堺
市
ぷ
は
ス
ト
ロ
ス
カ
ー
ン
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
人
、

―
人
の
岡
原
は
ア
メ
リ
カ
八
と
ブ
ラ
ジ
ル
八
、
私
の

補
佐
官
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
人
、
秘
書
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

で
あ
る
。
私
の
担
当
す
る
分
野
の
局
長
さ
ん
は
、
イ

ン
ド
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
な
ど
。

様
々
な
英
語
が
飛
び
交
い
、
様
々
な
論
理
が
入
り
乱

れ
る
不
思
議
な
組
織
で
あ
る
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
か
最
初
に
外
国
人
か
ら
話

し
か
げ
ら
れ
た
時
の
記
憶
は
鮮
明
で
あ
る
。
甲
府
一
高

’
Ｕ
掌
中
の
夏
休
み
の
と
き
だ
っ
た
と
思
う
。
初
め
て
新

幹
線
に
乗
っ
て
大
阪
万
博
に
向
か
う
車
内
だ
っ
た
。
私

の
彩
で
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
英
語

に
そ
の
外
国
人
夫
婦
が
反
応
し
て
、
私
に
何
か
親
し
そ

う
に
訥
し
か
け
て
き
た
。
私
は
、
当
然
何
を
言
わ
れ
た

の
か
分
か
ら
ず
、
す
ご
す
ご
と
退
散
し
た
。

　
私
は
帰
国
子
女
で
は
な
く
、
甲
府
市
で
中
小
企
業

を
経
営
し
て
い
た
親
の
息
子
で
あ
る
。
初
め
て
外
国

旅
行
し
た
の
は
大
学
４
年
の
時
で
あ
っ
た
。
外
国
と

本
格
的
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
勤
務
先
（
大

蔵
省
）
か
ら
留
学
に
派
遣
さ
れ
て
か
ら
で
あ
り
、
基

本
的
に
語
学
が
得
意
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

と
い
う
国
際
機
関
で
、
優
秀
な
外
国
人
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
達
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
自
体
に
時
々
違
和
感
を

覚
え
な
が
ら
、
仕
事
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
に
件
む
の
は
今
回
一
。
回
目
で
あ
る
が
、

こ
の
国
は
大
変
面
白
い
、
少
し
雪
が
降
っ
た
だ
け
で
よ

く
停
電
す
る
し
、
道
路
は
で
こ
ぼ
こ
、
仙
で
一
銭
は
二
１

数
年
前
の
ま
ま
で
遅
延
が
ざ
ら
で
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

な
ど
も
よ
く
壊
れ
る
。
食
事
も
不
昧
い
。
貧
富
の
差
も

あ
り
、
競
争
も
激
し
い
。
日
本
の
な
ん
と
平
和
で
居
心

地
の
良
い
こ
と
か
。
し
か
し
、
世
界
中
か
ら
ア
メ
リ
カ

の
大
学
や
研
究
機
関
に
人
が
集
ま
り
、
次
々
と
革
新
的

な
企
業
や
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
、
そ
の
自
由
で
民
主
的

で
活
力
に
溢
れ
た
社
会
環
境
に
憧
れ
が
集
ま
る
。
ア
メ

リ
カ
の
強
み
は
、
国
民
の
民
族
的
・
文
化
的
多
様
性
に

よ
っ
て
、
世
界
各
国
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
言
わ

れ
る
、
多
様
性
が
新
た
な
考
え
方
や
活
力
を
吸
収
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
普
遍
性
を
生
み
出
し
て
い
く
。

　
日
本
は
、
「
第
三
の
開
国
」
に
取
り
組
む
と
い
う
。

し
か
し
、
そ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
現
状
を
維

持
し
な
が
ら
何
と
か
小
さ
く
生
き
延
び
よ
う
と
し
て

い
る
姿
の
よ
う
に
見
え
る
。
本
来
「
開
国
」
と
は
、

創
造
的
破
壊
な
の
だ
ろ
う
。
目
本
の
社
会
が
異
な
っ

た
人
間
や
習
慣
と
直
接
接
す
る
機
会
を
飛
躍
的
に
増

や
さ
な
い
と
、
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
巨
大

ご
流
れ
に
飲
み
込
ま
れ
る
だ
け
で
は
な
い
か
と
危
惧

ご
灯
・
心

　
日
独
仏
骨
フ
ロ
シ
’
ク
ト
で
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪

問
う
・
灯
心
皆
さ
ん
に
は
、
わ
ず
か
な
間
間
で
は
あ

る
が
、
ｙ
メ
リ
カ
、
そ
し
て
Ｉ
Ｍ
ド
や
匪
県
銀
行

ヒ
い
ら
円
際
機
関
の
一
端
を
目
に
て
も
ら
い
、
少
し

で
Ｉ
ら
河
か
白
分
な
り
の
‐
‐
2
億
を
残
し
て
も
ら
え
れ

‐
１
白
い
で
あ
’
ス
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－一

　初代

　２代

　３代

　４代

　５代

　６代

　７代

　８代

　９代

１０代

山

根

深

原

島

飯

新

芦

小

寺

本　　　保

谷　緑　郎

沢　議　一

沢　平　重

田　盛　平

島　豊　甫

海　栄　池

沢　留次郎

野　熊　平

田　七　男

１１代

１２代

１３代

１４代

１５代

１６代

１７代

１８代

１９代

２０代

２１代

矢

清

高

飯

相

大

海

井

飯

望

望

歴代ＰＴＡ会長

崎

水

遠

島

川

田

沼

上

田

月

月

茂三郎

ハ　束

啓　一

　　哲

義　仁

源一郎

　　昭

雅　雄

祥　雄

操　三

政　男

昭和23年度

昭和24年度

昭和25年度

昭和26年度

昭和27年度

昭和28年度

昭和29年度

昭和30年度

昭和31年度

昭和32年度

昭和33年度

昭和34年度

寺 田 七 男

男
男
寛
｀
彦
彦
満
整
雄
和
平
雄

七
七
　
忠
忠
一
　
　
利
良
熊
良

田
田
木
取
取
井
山
石
沢
野
原

寺
寺
露
名
名
平
許
犬
米
小
篠

昭和35年度　高　野孫左衛門

昭和36年度　小田切

昭和37年度　許　山

昭和38年度　鷹　野

昭和39年度　佐々木

昭和40年度　飯　島

昭和41年度　小　野

昭和42年度　佐　藤

昭和43年度　原

彰
整

慶次郎

秀　春

　　哲

熊　平

森　蔵

忠　三

昭和44年度

昭和45年度

昭和46年度

昭和47年度

昭和48年度

昭和49年度

昭和50年度

昭和51年度

昭和52年度

昭和53年度

昭和54年度

昭和55年度

昭和56年度

昭和57年度

昭和58年度

昭和59年度

昭和60年度

原
埼

篠
矢

小田切

原
川

有
相

加賀美

海　沼

上　原

人　塚

遠　藤

笠

広

橘

山

渡

小

保

昭和61年度　入

昭和62年度　望

昭和63年度　岡

平成１年度　高

井

瀬

田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

方
　
順
博
義
一

美

篤

周

忠

正

泰
実
三
雄
仁
男
昭

好

郎

訳

文

昇

彦

本　栄　彦

辺　守　人

川　貢　生

坂　哲　朝

倉　吟　二

月　政　男

島　泰　三

野　洋志雄

平成２年度

平成３年度

平成４年度

平成５年度

平成６年度

平成７年度

平成８年度

平成９年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

小　渾

古　屋

中　村

田　中

小　林

酒　井

遠　藤

輿　水

土　橋

原

初　刀

安　江

皆　川

関

定　月

大久保

内
証
藤
山
藤

沢
古
豪
西
佐

昭
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信

正

徳

昌
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孝

持

経

利

徳

直
広
有
裕
義
正
茂

洋

刀

雄

喜

郎

男

彦

樹

司

光

一

一

轍

明
樹
行
二

一

盛
樹
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創立130周年記念事業協賛会役員

会　長

副会長

役　員

望月　政男

斎藤義一／西山正盛／佐藤茂樹

小田切常雄

飯島善一郎

赤池亨／高橋博之

溝口秀男／茂手本寛／雨宮年江

水村勝／古屋裕一／雨宮俊彦

丸茂中／藤嶋麻美子／楳窪一浩

長田浩一／鷹野一雄

依田訓彦

田中茂樹

戸栗敏／金丸信吾／大久保広行

大西勉

宮下仁／河澄芳男

堀之内秀一／露木和雄

加藤忍／雨宮絹枝

野潭俊英

記念誌編集委員

編集委員長　高橋博之

委

同窓会会長

ＰＴＡ会長

同窓会副会長

東京同窓会副会長

教頭

同窓会副会長

ＰＴＡ副会長

同窓会庶務

同窓会会計

同窓会監事

同窓会事務局長

教頭

事務長

総務主任

総務副主任

員　依田訓彦（同窓会）水村勝（同窓会）大西勉（同窓会事務局長）

　　庸野一雄（ＰＴＡ）依田源　加藤忍　雨宮絹枝　野潭俊英

　　石ｍ参道井上正子斎藤正敏　日野原雪子　堀口秀樹　望月靖公

　　大久保雅司　中島奈美

甲府第一高等学校創立130周年記念誌「学ぶ系譜、紡ぐ」

発

発

行 日

行

2011年３月１日

山梨県立甲府第一高等学校

創立130周年記念誌編集委員会

山梨県甲府市美咲２丁目13-44

編集・制作　創立130周年記念誌編集委員会

　　　　　　cocochi

編集・文　雨宮千春

デザイン　保坂紀明

写　　　真　山本剛士

写真提供　保阪康夫氏（28～29ページ）

　　　　　　飯田秀貴氏（32～33ページ）

　　　　　　鈴水和仰氏（40ページ）

印 刷　株式会社少國民社

　　山梨県甲府市丸の内2-7-24
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